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　倫理法は、続発した国家公務員の不祥事を受けて制定されました。私たちはこ
の制定経緯を忘れず、常に危機感を持って、上記の基本的心構えを胸に行動する
必要があります。

3つの基本的心構え

○　倫理保持のルールを守り、誇りと使命感を持って仕事をしましょう。
○　自分のとろうとしている行動が、国民から見て、公正な職務の執行の観
　点から疑惑や不信を招かないか、常に意識し、倫理行動規準（→裏表紙）
　に照らして行動しましょう。
○　公務に対する国民の信頼を確保するためには、国家公務員倫理法・国家
　公務員倫理規程（政令）を守っているだけでは十分ではありません。国民
　の期待に応えていこうという、より高いレベルの倫理意識を持って仕事を
　しましょう。
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　一人の国家公務員として倫理法令を遵守することはもちろんです
が、組織や部門の長として部下職員が倫理法等違反行為をしないよう
部下や組織・業務をマネジメントする必要があります。
３つの役割

　管理職の職員は、部下職員に、倫理法等に違反しているのではない
かと疑われる事実がある場合に、それを黙認してはならない（倫理規
程第７条第３項）

部下をマネジメントする
　○　定期的な倫理研修の受講機会の付与や注意喚起
　○　部下職員の言動への配慮

組織・業務をマネジメントする
　○　抵抗なく同僚の問題についても相談できる職場環境作り
（誤解であった場合、同僚に迷惑がかかると相談を躊躇する職員がいることに留意）

　○　不正を未然に防止する業務処理体制の整備

危機管理能力を高める
　○　自身の組織でも起こりうることと認識する
　○　問題が深刻化する前に早期発見・早期対応

速やかに担当部局へ相談・通報
各省庁の人事課・秘書課等

調査に積極的に協力し、事実関係を明らかに

おかしいと思うことがあれば･･･
倫理法等違反が疑われる行為を認知した場合、一人で判断するのではなく、

以下のとおり適切に対応することが重要です。

　思い込みで動かないよう、公正・公平な目で判断しましょう。

何より、「おかしいと思えば早期に対処する」という姿勢を内外に示すこ
とが重要です。

違反する行為があった場合、再発防止策を徹底する必要があります。
違反行為でなかった場合でも、相談・通報者の姿勢を評価し、職場の雰囲
気が悪化しないよう配慮することが求められます。

部下をもつ職員に求められる役割

管理職の職員の禁止行為
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留意点③

　を行使させることによって自己の利益を図るためにあなたと接触してい
　ることが明らかな場合は、その職員の利害関係者もあなたの利害関係者と
　なります。

留意点②

留意点③
　他の職員の利害関係者が、あなたにその職員への官職に基づく影響力

　異動前の官職の利害関係者が、あなたの異動後も引き続きその官職に
とっての利害関係者である場合は、異動後３年間はあなたの利害関係とっての利害関係者である場合は、異動後３年間はあなたの利害関係者者
となります。

留意点①

（例）契約の場合

務
事
る
す
関
に
約
契 課長 課長

係長 係長

係員 係員

係長 係長

係員 係員

契約の申込みをする
事業者等

利害関係あり
通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし

通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし通常は利害関係なし

※ 事務次官・官房長などの幹部職員について、契約の締結権限等が下位に委任され、
その内容について実質的に関与していない場合であっても、行政組織上、職務権
限を有している以上、契約相手等は利害関係者となるため、特に注意が必要です。

利害関係者の範囲は、「職員が職務として携わる事務」の内容に応じて
定められています。例えば、課長であれば課全体の所掌事務について、
係長であれば係全体の所掌事務について、利害関係が生じます。
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留意点③

留意点②

留意点①

（例）契約の場合

利害関係者との間における規制（倫理規程第3条第1項、第2項）

広く一般に配布される宣伝用物品や記念品
※特定の者のみが参加する会場などで配布される
　だけでは「広く一般に配布される」とは言い難
　い点に注意

① 金銭、物品又は不動産の贈与を受けてはならない。① 金銭、物品又は不動産の贈与を受けてはならない。

　利害関係者から金銭や物品などを受け取ることは、
せん別や祝儀などの名目、金額の多寡にかかわらず、
禁止されています。

☆　次のようなものについては禁止行為に該当しな
　いと解しています。

③ 無償で物品又は不動産の貸付けを受けてはならない。③ 無償で物品又は不動産の貸付けを受けてはならない。

職務として利害関係者を訪問した際に、その利害関係者から提供さ
れる物品（文房具など）を使用すること

② 金銭の貸付けを受けてはならない。② 金銭の貸付けを受けてはならない。

金融機関などが利害関係者に該当する場合に、一顧客として貸付け
を受けること

※特定の者のみが参加する会場などで配布される
　だけでは「広く一般に配布される」とは言い難

① 金銭、物品又は不動産の贈与を受けてはならない。① 金銭、物品又は不動産の贈与を受けてはならない。

　利害関係者から金銭や物品などを受け取ることは、
せん別や祝儀などの名目、金額の多寡にかかわらず、

☆　次のようなものについては禁止行為に該当しな

金融機関などが利害関係者に該当する場合に、一顧客として貸付け

●　結婚披露宴の際、配偶者や父母との関係に基づき出席した者（あ
なたにとっては利害関係者）から、通常の社交儀礼の範囲内の祝
儀を受け取ること

● 父の葬儀を執り行う際、亡くなった父との関係に基づいて利害
関係者が持参した、通常の社交儀礼の範囲内の香典を受け取ること

×

×

利害関係者から金銭の貸付けを受けることは、少額の場額の場合
や短期間で返済する場合、通常一般の利息を払う場合であ通常一般の利息を払う場合であっ
ても禁止されています。
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◎　利害関係者と飲食する際には、事前に倫理規程のルールを伝える

要 注 意

⑤ 酒食等のもてなしを受けてはならない。⑤ 酒食等のもてなしを受けてはならない。

職務として出席した会議等における茶菓や弁当などの簡素な飲食物
（立入検査や視察などの会議以外の場合は茶菓に限る）

多数の者（20名程度以上）が出席する立食パーティーにおける飲食物

　酒食のほか、観劇やスポーツ観戦などによるもてなしも含みます。飲
食代等の一部を負担してもらうことも含みます。

☆　倫理監督官の承認を得て講演を行う際、講演の前後に簡素な飲食物の
提供を受けることについても、禁止行為に該当しないと解しています。

☆　着席形式であっても座席が指定されておらず、人数もかなり多いよう
な場合は、立食パーティーに準ずるものと解される場合があります。

④ ④ 無無償償ででササービビススの提の提供供（（車車にによよるる送送迎迎ななどど））をを受受
けてはならない。

職務として利害関係者を訪問した際に、周辺の交通事情等からみて
相当と認められる範囲でその利害関係者から提供される自動車（利
害関係者が日常的に利用しているもの）を利用すること

◎　割り勘であれば利害関係者との飲食は認められます。但し、自己
の負担額が十分ではなく、実際の費用との差額分を利害関係者が負
担した場合には、利害関係者からその差額分の供応接待を受けたこ
ととなり、禁止行為に該当します。

受受

職務として利害関係者を訪問した際に、周辺の交通事情等からみて
相当と認められる範囲でその利害関係者から提供される自動車（利

×

ことや飲食した後に自己の費用を正し
く負担しているかを領収書等で確認す
ることなどを心掛けてください。
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要 注 意

職務として出席した会議等における茶菓や弁当などの簡素な飲食物
（立入検査や視察などの会議以外の場合は茶菓に限る）

多数の者（20名程度以上）が出席する立食パーティーにおける飲食物

☆　倫理監督官の承認を得て講演を行う際、講演の前後に簡素な飲食物の
提供を受けることについても、禁止行為に該当しないと解しています。

☆　着席形式であっても座席が指定されておらず、人数もかなり多いよう
な場合は、立食パーティーに準ずるものと解される場合があります。

職務として利害関係者を訪問した際に、周辺の交通事情等からみて
相当と認められる範囲でその利害関係者から提供される自動車（利
害関係者が日常的に利用しているもの）を利用すること

×

⑧⑧ 利利害害関係者関係者にに要要求し求して、第三者第三者にに対対して前して前記記（（①～⑦①～⑦））の
ような行為をさせてはならない。

　例えば、利害関係者に要求して、自分の家族に贈り物を届けさせたり、
自分の親族が経営する会社を下請けで使わせたりすることは、禁止行為
に当たります。
※　広く一般に配布される宣伝用物品や記念品、立食パーティーにおける飲食物や記念品
　を提供させることもできません。

☆　大規模災害の発生に際して、行政機関から所管団体に要請し、自治体
　に対して救援物資を提供してもらうというような公務として行われる行
　為については、禁止行為に該当しないと解しています。

⑦ 共に麻雀等の遊技・ゴルフ・旅行をして⑦ 共に麻雀等の遊技・ゴルフ・旅行をして
はならない。

　できると解しています。
●　30人程度以上の大規模で、利害関係者の参加が想定できないゴル

　　フコンペに参加したところ、結果として利害関係者と一緒になってし
　　まった場合

　これらの行為は自分の費用を負担する場合でもできませ

公務のために必要な範囲で共に旅行すること

⑥ 未公開株式を譲り受けてはならない。⑥ 未公開株式を譲り受けてはならない。

　未公開株式の譲受けは、有償、無償を問わず禁止されていま

利害関係者ではない仲間、友人等とゴルフをすることは禁止されて
おりません。

　これらの行為は自分の費用を負担する場合でもできません。

　未公開株式の譲受けは、有償、無償を問わず禁止されています。

☆　次のような場合は禁止行為に該当せず、利害関係者と共に行うことが

×
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飲食物の料金などを、その場に居合わせなかった者（利飲食物の料金などを、その場に居合わせなかった者（利害害関関
係者であるかどうかにかかわらない）に支払わせること

　学生時代からの友人など、私的な関係がある場合で、職務上の利害関係の
状況、私的な関係の経緯、行為の態様等から見て国民の疑惑や不信を招くお
それがない場合に限り、前記（①～⑦）の行為をすることができます。

　なお、私的な関係とは、職員としての身分にかかわらない関係をいいます。
したがって、職場での上司や同僚との関係、職務上のカウンターパートとの
関係、職場のOBとの関係などは私的な関係に当たりません。

利害利害関係者との間における禁止行為の例外

※ 利害関係者に要求して第三者に前記（①～⑦）の行為をさせることは、私的な関係があってもできません。

利害関係者でない者等との間における禁止行為
　相手が利害関係者でなくても、以下のような行為は許されません。

　利益供与の原因・理由に相当性があるか、対象者の範囲（国家公務員
のみか）、利益供与の額（高額過ぎないか）、利益供与の頻度（繰り返し
受けるものか）、相手との関係性（利害関係者に近い存在か）等の観点を
総合的に勘案して社会通念上相当と認められる程度を超えるものと判断
される場合には、禁止行為に当たります。

（倫理規程第5条）

（倫理規程第4条））

社社会通念上相当と認められる程度を超えて供応接待や物品会通念上相当と認められる程度を超えて供応接待や物品の
贈与などを受けること
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よくある御質問

　倫理規程で定められているルールを遵守して行動するようにしてく
ださい。
　具体的には、例えば利害関係者から車で送迎を受けることは原則認
められていないため、事前に交通手段を確認することが必要です（公
共交通機関の少ない地域への出張など、例外的に認められる場合もあ
りますので、車で送迎を受ける必要がある場合には、倫理事務担当者
に御相談ください。）。利害関係者を職務として訪問した際に文房具や
電話などを借用することや、お茶の提供を受けることは倫理規程上の
禁止行為には該当しません。

　ＯＢは再就職等によって利害関係者となる場合がありますので注意
が必要です。
　なお、在職中から継続的に飲食や旅行を共に行っている場合であっ
ても、利害関係者から食事をおごってもらったり、共に旅行をするこ
とは倫理規程違反となります。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　利害関係者を職務として訪問することになりましたが、どのような
点に注意すればよいのでしょうか。

　職場の元上司や元同僚などのＯＢとの間で注意すべき点はありま
すか。

　公務員倫理のルールの概要を理解していても、
自分自身が具体的な事例に直面した際に、「この事
業者は利害関係者に該当するか」、「禁止行為の例
外として認められるか」など、判断に迷う場合に
は、上司や同僚、倫理事務担当者に相談するよう
にしましょう。

◎　倫理監督官の指導に従って行った行為が違反行為に該当した場合に
は、懲戒処分を行わないことができることとされています。
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Ｑ

Ｑ

　利害関係者を職務として訪問することになりましたが、どのような
点に注意すればよいのでしょうか。

　職場の元上司や元同僚などのＯＢとの間で注意すべき点はありま
すか。

　利害関係者からの依頼に応じて、報酬を受けて講演等をしようとする
場合は、あらかじめ倫理監督官の承認を得ることが必要です。

※ 「講演等」とは、講演、討論、講習・研修における指導・知識の教授、著述、監修、編
　さん又はラジオ・テレビの番組への出演をいいます。

◎　利害関係者から依頼されたものであっても報酬を受けないものや、利
害関係者でない者から依頼されて報酬を受けるものについては、倫理監
督官の承認は必要ありません。
◎　倫理監督官は、報酬について、職員の職務の種類又は内容に応じ、職員
　に参考となるべき基準を定めることとされています。

☆　以下の場合には、この届出は必要ありません。
●　多数の者（20名程度以上）が出席する立食パーティーにおいて、利害
　関係者と共に飲食する場合
●　私的な関係のある利害関係者と共に飲食する場合であって、自分又は私
　的な関係のある利害関係者ではない第三者が費用を負担する場合（社会通
　念上相当と認められる程度を超えて費用負担を受けることはできません。）

　自分で費用を負担するなど、利害関係者の費用負担によらずに利害関係者
と共に飲食をする場合において、自分の飲食に要する費用が1万円を超える
場合は倫理監督官へ事前に届け出なければなりません。
　ただし、やむを得ない事情により、事前に届出ができなかった場合は、事
後速やかに届出を行わなければなりません。
　なお、届け出る内容は、各府省等の倫理監督官が定めています。

※ 「やむを得ない事情」とは、次のような場合をいいます。
○ 1万円を超えない見込みであったが、実際には超えた場合
○　利害関係者はいない見込みであったが、実際には利害関係者がいた場合

※　以下のような場合でも1万円を超える場合は届出が必要です。
○　一次会・二次会それぞれでは1万円を超えないが、両者を合計すると1万円を超え

　　る場合
○　同一部局で勤務した関係や研修を同時に受けた関係のある者と飲食を行う場合

講演等に承認が必要な場合（倫理規程第9条）

1万円を超える飲食の届出（倫理規程第8条）

報酬なし
承認不要
承認不要

依頼元
利害関係者
利害関係者以外

報酬あり
承認必要
承認不要
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Δ৬員Λ͍͍·͢ɻ͛ܝʹҎ্ͷద༻Λड͚Δ৬員ͳͲɺԼදڃ�දʢҰʣڅ੓৬เߦ　
ʢ倫理๏ୈ２৚ୈ２߲ʣ

ద༻Λड͚Δเڅද
公҆৬	Ұ
ɺҩྍ৬	ೋ
ɺҩྍ৬	ࡾ


Ұ	੓৬ߦɺ੫務৬ɺ公҆৬	ೋ
ɺւ事৬	Ұ
ɺ෱ࢱ৬
ઐ໳ߦ੓৬ɺڀݚ৬

Ұ	ҭ৬ڭɺҩྍ৬	Ұ


ೋ	ҭ৬ڭ 
ઐ໳ελッϑ৬ɺࢦఆ৬
๏څเ׭࡯ݕ

ʢ஫ʣڭҭ৬ͷ৔߹͸ɺเڅͷಛผௐ

੔ֹͷडݶʹऀڅΔ

ର৅৬員
Ҏ্ڃ̒
Ҏ্ڃ̑
Ҏ্ڃ̐
Ҏ্ڃ３
ͷΈڃ３

શ員
事௕ɺݕ事ɺݕ事૯௕ɺ࣍௕ݕ

事11߸Ҏ্ݕ事1�߸Ҏ্ɺ෭ݕ
˞ ຊදʹ͛ܝΔ৬員ͷ΄͔ɺ೚ظ෇৬員ʗڀݚ員ɺߦ੓ࣥߦ๏ਓͷ৬員ʹ͍ͭͯର৅ൣғΛنఆ

ใࠂͷର৅ͱͳΔͷ͸ɺԼهͷ͏ͪ１݅ � 千ԁΛ௒͑Δ΋ͷͰ͢ɻ
˓　事ऀۀ౳ʢˠ̐ϖーδʣ͔Βड͚ͨଃ༩ɺҿ৯෺ͷఏڙͳͲ
˓　ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͢Δ事ऀۀ౳͔Βड͚ͨߨԋ౳ͷใु
˓　ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͠ͳ͍事ऀۀ౳͔Βड͚ͨߨԋ౳ͷใुͷ͏ͪɺ৬員
　ͷࡏݱຢ͸աڈͷ৬務ʹ関͢܎Δ事߲ʹ関͢Δ΋ͷ

・̑ઍԁを௒͑Δଃ༩౳があͬたとき

֤ল֤ிの௕౳৬ɹ員

ʢଃ༩౳ͷใࠂαイΫルʣ

ୈ࢛̍൒期෼ ୈ࢛̎൒期෼ ୈ࢛̏൒期෼ ୈ࢛̐൒期෼

　৬員͸ɺଃ༩౳Λड͚࢛ͨ൒ظͷཌ࢛൒ظͷ
ॳ೔͔Β1�೔Ҏ಺ʹ֤ল֤ிͷ௕౳΁ఏग़͢Δ

ຊল՝௕ิڃࠤҎ্ͷ৬員͸ɺ事ऀۀ౳͔Β１݅ � 千ԁΛ௒͑Δଃ
༩౳Λड͚ͨͱ͖͸ɺ֤ল֤ிͷ௕౳ʹଃ༩౳報ࠂ書Λఏग़͠ͳ͚Ε͹
ͳΓ·ͤΜʢอଘؒظ � ೥ؒʣɻ
　͜ͷ͏ͪɺ１݅２ສԁΛ௒͑Δ΋ͷʹ͍ͭͯ͸ɺԿਓͰ΋ӾཡΛٻΊ
Δ͜ͱがͰ͖·͢ɻ

ຊল審ٞڃ׭Ҏ্ͷ৬員ʢࢦఆ৬เڅදͷద༻Λड͚Δ৬員౳ʣ͸ɺલ೥
גʹͼલ೥෼ͷॴಘ౳ʹ͍ͭͯɺ֤ল֤ிͷ௕౳ٴऔҾ౳גͨͬߦ͍͓ͯʹ
औҾ౳報ࠂ書ɺ所ಘ౳報ࠂ書Λఏग़͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜʢอଘؒظ � ೥ؒʣɻ

ˑ　ๅ͘͡ͷ౰બۚ΍෱Ҿ͖ͷܠ඼ͳͲɺ͘޿Ұൠʹ୭Ͱ΋ड͚औΕΔ
　΋ͷʹ͍ͭͯ͸ɺใࠂͷର৅ͱ͍ͯ͠·ͤΜɻ

ʢ倫理๏ୈ�৚ɺୈ8৚ɺୈ9৚ʣࠂͼॴಘ等のใٴऔҾ等ג

��

˕　ड෇ͷର৅ͱͳΔ௨ใ͸ɺ͜ͷڭຊʹ͋Δルールʹ൓͢ΔͱٙΘΕΔߦ
　ҝͰ͢ɻಗ໊Ͱͷ௨ใ΋ड͚෇͚͍ͯ·͢ɻ

˞ Ұൠ෰務ʹ関͢ΔඇҧߦҝʢηΫϋラɺൿີ࿙͍͑ɺ৬務ଵຫɺ๫ݴͳͲʣ΍ɺ݉ ࠶ɺۀ
ब৬੍نʹ͍ͭͯ͸ɺ倫理審査会ͰରԠ͢Δ͜ͱがͰ͖·ͤΜͷͰɺॴଐͷ෎ল౳ͷ
ਓ事୲౰෦局ʹ࿈བྷ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

　倫理نఔͰ͸֤ল֤ிͷ௕౳͸ɺ倫理؂ಜ׭౳ʹ௨ใͨ͠৬員が௨
ใͨ͜͠ͱΛ理༝ͱͯ͠ෆརӹͳऔѻ͍Λड͚ͳ͍Α͏഑ྀ͢Δ͜ͱ
がٛ務෇͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻ
　֤෎ল౳ʹઃஔ͞ΕΔ૭ޱͰ͸ɺ௨ใऀͷ໊ࢯ΍ݸਓΛಛఆͰ͖Δ
Α͏ͳ৘ใ͸ɺ૭ޱͷ୲౰ऀݶΓʹͱͲΊΔ͜ͱͱ͞Ε͓ͯΓɺ௨ใ
ͷॲ理ʹै事͢Δଞͷ৬員ʹɺඞཁ࠷খݶͷ࿈བྷઌ౳ͷ৘ใΛ఻ୡ͢
Δ͜ͱ΋ɺ௨ใऀͷಉҙがͳ͍ݶΓߦΘͳ͍͜ͱͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

·ͨɺ公務員倫理ホットラインͰ΋ɺ௨ใͨ͜͠ͱΛ理༝ͱͯ͠௨
ใऀがෆརӹΛड͚Δ͜ͱがͳ͍Α͏ສશΛ͓ͯ͠ظΓɺ௨ใ͍ͨͩ
͍ͨ಺༰Λ関܎෎ল౳ʹ࿈བྷ͢Δʹ౰ͨͬͯ͸ɺ֤෎ল౳ʹ͸௨ใऀ
ͷݸਓ৘ใ͸ಉҙがͳ͍ݶΓ఻͑·ͤΜɻ

̦

̦

̖

̖

ಗ໊通報したことがपғに࿙れ、ෆརӹをडけない͔৺഑Ͱ͢。

্࢘΍ࣗ෼が所属していΔ組織の窓口に͸相談・通報しͮΒいͰ͢。

˞ ࿈བྷઌ౳͸��ϖーδʹ͋ͯ͠ࡌهΓ·͢ɻ

ྙཧ๏ྩҧ൓がٙΘΕるߦҝの௨ใ
ɹ֤෎ল౳Ͱ͸、組織の಺֎に相談・通報窓口をͦれͧれઃけていま͢。ま
た、倫理৹ࠪձͰ͸、倫理๏ྩҧ൓のૣݟൃظとະવ๷ࢭのため、ࠃՈ公務員
の倫理๏ྩに൓͢ΔとٙΘれΔߦҝについて、৘報を͘޿डけ෇けΔ窓口ʢ公
務員倫理ホットラインʣをઃஔしていま͢。

　֤෎ল౳が૊৫ͷ಺෦ʹઃஔ͢Δ૭ޱ΍ห࢜ޢ事務ॴ౳Λ׆༻ͯ͠
૊৫֎ʹઃஔ͍ͯ͠Δ֎෦૭ޱͷ΄͔ɺ倫理審査会がઃஔ͍ͯ͠Δ公
務員倫理ホットラインが͋Γ·͢ɻ
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֤छใࠂॻΛఏग़͠ͳ͍͜ͱ
ॻΛఏग़͢Δ͜ͱࠂछใ֤ͨ͠ࡌهͷ事߲Λِڏ
ར֐関͔ऀ܎Βۚમຢ͸෺඼ͷଃ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βෆಈ࢈ͷଃ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βۚમͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰ෺඼ͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰෆಈ࢈ͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰαーϏεͷఏڙΛड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βະ公։ࣜגΛৡΓड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒڙԠ઀଴ʢҿ৯෺ͷఏݶʹڙΔɻʣΛड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Β༡ٕຢ͸ΰルϑͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βւ֎ཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Β国಺ཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ͱڞʹ༡ٕຢ͸ΰルϑΛ͢Δ͜ͱʢ༡ٕຢ͸ΰルϑͷ઀
଴Λड͚Δ৔߹Λআ͘ɻʣ
ར֐関ऀ܎ͱߦཱྀʹڞΛ͢Δ͜ͱʢཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ৔߹Λআ͘ɻʣ

ར֐関ऀ܎ʹཁͯ͠ٻୈऀࡾʹର͠3͔Β1�·Ͱͷҧ൓ߦҝཝʹ
ҝΛͤ͞Δ͜ͱߦΔ͛ܝ

ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͠ͳ͍事ऀۀ౳͔Βࣾ会௨೦্૬౰ͱೝΊΒΕΔ
ఔ౓Λ௒͑ͯڙԠ઀଴ຢ͸্࢈ࡒͷརӹͷڙ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ʹ͚ͭճ͠Λ͢Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͠ͳ͍事ऀۀ౳ʹ͚ͭճ͠Λ͢Δ͜ͱ
国ͷิॿۚ౳΍ܦඅʹΑΓ࡞੒͞ΕΔॻ੶౳ຢ͸国がա൒਺Λങ͍
ೖΕΔॻ੶౳ͷ؂मຢ͸ฤ͞Μʹର͢ΔใुΛड͚Δ͜ͱ
ଞͷ৬員が倫理نఔʹҧ൓͢ΔߦҝʹΑͬͯಘ্ͨ࢈ࡒͷརӹͰ͋
Δ͜ͱΛ஌ΓͳがΒ͜ΕΛड͚औΓຢ͸ڗड͢Δ͜ͱ
倫理๏౳ҧ൓ͷ͍ٙͷ͋Δ事࣮ʹِ͍ͭͯڏͷਃड़Λ͠ຢ͸Ӆ΃͍
͢Δ͜ͱ
෦Լͷ倫理๏౳ҧ൓ͷ͍ٙͷ͋Δ事࣮Λ໧ೝ͢Δ͜ͱ
ͷඅ༻が1ສԁΛݾࣗʹڞͱऀ܎関֐ෛ୲Ͱརऀࡾෛ୲ຢ͸ୈݾࣗ
௒͑Δҿ৯Λ͢Δ৔߹ʹ倫理؂ಜ׭ʹಧ͚ग़ͳ͍͜ͱ
ͷඅ༻が1ສԁΛݾࣗʹڞͱऀ܎関֐ෛ୲Ͱརऀࡾෛ୲ຢ͸ୈݾࣗ
௒͑Δҿ৯Λ͢Δ৔߹ʹِڏͷ事߲Λ倫理؂ಜ׭ʹಧ͚ग़Δ͜ͱ
倫理؂ಜ׭ͷঝೝΛಘͣʹར֐関͔ऀ܎ΒͷґཔʹԠͯ͡ใुΛड
ԋ౳Λ͢Δ͜ͱߨ͚ͯ

ռࠂ
ࠂຢ͸ռڅݮ
໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
໔৬ຢ͸ఀ৬
ࠂຢ͸ռڅݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ఀ৬ຢ͸څݮ
໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
ఀ৬ຢ͸څݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
ࠂຢ͸ռڅݮ

ռࠂ

ռࠂ
3͔Β1�·Ͱͷҧ൓ߦҝʹԠ
ͦ͡ͷӈཝʹ͛ܝΔ௄ռॲ෼
ͷछྨʹ४ͯ͡ɺ໔৬ɺఀ৬ɺ
ࠂຢ͸ռڅݮ

ࠂຢ͸ռڅݮ

໔৬ɺఀ৬ຢ͸څݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ

໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

ఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

ఀ৬ຢ͸څݮ

ռࠂ

ࠂຢ͸ռڅݮ

ࠂຢ͸ռڅݮ

˞　৬員が࿫࿎ͱͯ͠ڙԠ઀଴ຢ͸্࢈ࡒͷརӹͷڙ༩Λड͚ͨ৔߹౳ͷ௄ռॲ෼ͷछྨ͸ɺ໔
　৬ຢ͸ఀ৬ͱͳΓ·͢ɻ

˞　͜ͷද͸جຊͱͳΔج४Λࣔͨ͠΋ͷͰ͋Γɺߦҝͷଶ༷౳ʹΑΓ͜ͷج४ΑΓ΋ॏ͍௄ռ
　ॲ෼ຢ͸͍ܰ௄ռॲ෼がߦΘΕΔ͜ͱが͋Γ·͢ɻ

௄ռॲ෼のछྨ
ʢਓ事Ӄنଇ��－1　ผදΑΓʣ
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֤छใࠂॻΛఏग़͠ͳ͍͜ͱ
ॻΛఏग़͢Δ͜ͱࠂछใ֤ͨ͠ࡌهͷ事߲Λِڏ
ར֐関͔ऀ܎Βۚમຢ͸෺඼ͷଃ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βෆಈ࢈ͷଃ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βۚમͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰ෺඼ͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰෆಈ࢈ͷି෇͚Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒແঈͰαーϏεͷఏڙΛड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βະ公։ࣜגΛৡΓड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎ΒڙԠ઀଴ʢҿ৯෺ͷఏݶʹڙΔɻʣΛड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Β༡ٕຢ͸ΰルϑͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Βւ֎ཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関͔ऀ܎Β国಺ཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ͱڞʹ༡ٕຢ͸ΰルϑΛ͢Δ͜ͱʢ༡ٕຢ͸ΰルϑͷ઀
଴Λड͚Δ৔߹Λআ͘ɻʣ
ར֐関ऀ܎ͱߦཱྀʹڞΛ͢Δ͜ͱʢཱྀߦͷ઀଴Λड͚Δ৔߹Λআ͘ɻʣ

ར֐関ऀ܎ʹཁͯ͠ٻୈऀࡾʹର͠3͔Β1�·Ͱͷҧ൓ߦҝཝʹ
ҝΛͤ͞Δ͜ͱߦΔ͛ܝ

ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͠ͳ͍事ऀۀ౳͔Βࣾ会௨೦্૬౰ͱೝΊΒΕΔ
ఔ౓Λ௒͑ͯڙԠ઀଴ຢ͸্࢈ࡒͷརӹͷڙ༩Λड͚Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ʹ͚ͭճ͠Λ͢Δ͜ͱ
ར֐関ऀ܎ʹ֘౰͠ͳ͍事ऀۀ౳ʹ͚ͭճ͠Λ͢Δ͜ͱ
国ͷิॿۚ౳΍ܦඅʹΑΓ࡞੒͞ΕΔॻ੶౳ຢ͸国がա൒਺Λങ͍
ೖΕΔॻ੶౳ͷ؂मຢ͸ฤ͞Μʹର͢ΔใुΛड͚Δ͜ͱ
ଞͷ৬員が倫理نఔʹҧ൓͢ΔߦҝʹΑͬͯಘ্ͨ࢈ࡒͷརӹͰ͋
Δ͜ͱΛ஌ΓͳがΒ͜ΕΛड͚औΓຢ͸ڗड͢Δ͜ͱ
倫理๏౳ҧ൓ͷ͍ٙͷ͋Δ事࣮ʹِ͍ͭͯڏͷਃड़Λ͠ຢ͸Ӆ΃͍
͢Δ͜ͱ
෦Լͷ倫理๏౳ҧ൓ͷ͍ٙͷ͋Δ事࣮Λ໧ೝ͢Δ͜ͱ
ͷඅ༻が1ສԁΛݾࣗʹڞͱऀ܎関֐ෛ୲Ͱརऀࡾෛ୲ຢ͸ୈݾࣗ
௒͑Δҿ৯Λ͢Δ৔߹ʹ倫理؂ಜ׭ʹಧ͚ग़ͳ͍͜ͱ
ͷඅ༻が1ສԁΛݾࣗʹڞͱऀ܎関֐ෛ୲Ͱརऀࡾෛ୲ຢ͸ୈݾࣗ
௒͑Δҿ৯Λ͢Δ৔߹ʹِڏͷ事߲Λ倫理؂ಜ׭ʹಧ͚ग़Δ͜ͱ
倫理؂ಜ׭ͷঝೝΛಘͣʹར֐関͔ऀ܎ΒͷґཔʹԠͯ͡ใुΛड
ԋ౳Λ͢Δ͜ͱߨ͚ͯ

ռࠂ
ࠂຢ͸ռڅݮ
໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
໔৬ຢ͸ఀ৬
ࠂຢ͸ռڅݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ఀ৬ຢ͸څݮ
໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
ఀ৬ຢ͸څݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ
ఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ
ࠂຢ͸ռڅݮ

ռࠂ

ռࠂ
3͔Β1�·Ͱͷҧ൓ߦҝʹԠ
ͦ͡ͷӈཝʹ͛ܝΔ௄ռॲ෼
ͷछྨʹ४ͯ͡ɺ໔৬ɺఀ৬ɺ
ࠂຢ͸ռڅݮ

ࠂຢ͸ռڅݮ

໔৬ɺఀ৬ຢ͸څݮ
ࠂຢ͸ռڅݮ

໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

໔৬ɺఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

ఀ৬ɺڅݮຢ͸ռࠂ

ఀ৬ຢ͸څݮ

ռࠂ

ࠂຢ͸ռڅݮ

ࠂຢ͸ռڅݮ

˞　৬員が࿫࿎ͱͯ͠ڙԠ઀଴ຢ͸্࢈ࡒͷརӹͷڙ༩Λड͚ͨ৔߹౳ͷ௄ռॲ෼ͷछྨ͸ɺ໔
　৬ຢ͸ఀ৬ͱͳΓ·͢ɻ

˞　͜ͷද͸جຊͱͳΔج४Λࣔͨ͠΋ͷͰ͋Γɺߦҝͷଶ༷౳ʹΑΓ͜ͷج४ΑΓ΋ॏ͍௄ռ
　ॲ෼ຢ͸͍ܰ௄ռॲ෼がߦΘΕΔ͜ͱが͋Γ·͢ɻ

௄ռॲ෼のछྨ
ʢਓ事Ӄنଇ��－1　ผදΑΓʣ

��

国家公務員๏
ʣঞʢʣ߸0�1ୈ཯๏೔1�݄01೥��࿨তʢ

ୈ３ষ　৬員ʹద༻͞ΕΔج४
　ୈ̒અ　෼ݶɺ௄ռٴͼอো
　　ୈ２׺　௄ռ

ߟࢀ

ʢ௄ռͷ৔߹ʣ
ୈ8�৚　職員が、次の各号のいͣれかに該当
する場合においては、これに対し௄ռ処෼と
して、໔職、ఀ職、څݮ又はռ告の処෼をす
ることができる。
一　この法律若しくは国家公務員倫理法又は
これらの法律に基づく命令（国家公務員
倫理法第５条第３項の規定に基づく訓令
及び同条第４項の規定に基づく規則を含
む。）に違反した場合

二　職務্のٛ務に違反し、又は職務をଵつ
た場合

三　国民全体のไ࢓者たるに;͞わしくない
ඇ行のあつた場合

２　（ུ）

ʢ௄ռऀݖʣ
ୈ8�৚　௄ռ処෼は、任命ݖ者が、これを行
う。

２　人事院は、この法律に規定͞れたௐ査をܦ
て職員を௄ռखଓに付することができる。

ʢ国家公務員倫理審査会΁ͷݶݖͷҕ೚ʣ
ୈ8�৚ͷ２　人事院は、前条第２項の規定に
よるݶݖ（国家公務員倫理法又はこれに基づ
く命令（同法第５条第３項の規定に基づく訓
令及び同条第４項の規定に基づく規則を含
む。）に違反する行為に関して行われるもの
にݶる。）を国家公務員倫理審査会に委任す
る。

MEMO

気付いた点
を

メモしよう
！
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ެ຿員倫理
国家公務員倫理審査会

#BO#BO

ΓΜΓΜ

ϧーϧをഁΔ͜ͱがେ͖޷

Ոެ຿員倫理৹ࠪձのࠃ
ެࣜϚスコッτΩϟラΫター。
倫理๏ɾ倫理نఔを޿Ί、職
員ҰਓひͱΓの倫理ײをߴΊ
Δ͜ͱを目ඪに׆ಈしていΔ

��



ެ຿員倫理
国家公務員倫理審査会

໨࣍

ొ৔ਓ෺

CONTENTS

CHARACTERS

QUESTION ⁞

QUESTION ⁠

QUESTION  

QUESTION ⁡

QUESTION ❺

Aল
஍ํؔػ

ಉ྅

ॳΊͯͷ෦Լ

্࢘ ٸ
઀
ۙ
ộ
ʁ

ʙ意識ฤʙ

#BO#BO

ΓΜΓΜ

ެ຿員倫理
国家公務員倫理審査会

໨࣍

ొ৔ਓ෺

໨࣍

ొ৔ਓ෺

CONTENTS

CHARACTERS

QUESTION ⁞

QUESTION ⁠

QUESTION  

QUESTION ⁡

QUESTION ❺

ެ຿員ͱしてٻΊΒΕΔ৺͑ߏ、֮ ͑ていΔʁ

ຽؒۀاͱの෇͖߹いͰ注意す΂͖఺はʁ

倫理๏ɾ倫理نఔはͳぜͰ͖たʁ

औΖ͏ ͱすΔߦಈにԿ͔໎いがあったΒʁ

΋し΋ߦࢭېҝをݟฉ͖してし·ったΒʁ

ຊ͞Μࢁ
৽ਓ

Μ͞ా؛
ਿӜ͞Μ
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ᶃ�

ᶄ�

ᶅ�

ᶆ�

ᶇ�

倫理ߦಈن४ʢࠃՈ公務員倫理نఔୈ1৚ʣ

ެ຿員ͱしてٻΊΒΕΔ৺͑ߏ、֮ ͑ていΔʁ

倫理ߦಈن४をݟてみ·しΐ ！͏

QUESTION ⁞ ANSWER ⁞

ࣗ෼ࣗ਎΍૊৫ͷ倫理ײΛ͞ΒʹߴΊΔͨΊʹͰ͖Δ͜ͱΛͯ͑ߟΈΑ͏

倫理ݚमをఆظతにडߨしよ͏
にͳΔ͜ͱがあΕ͹、倫理Χーυؾ
や倫理ڭຊを֬ೝしよ͏

ެ຿員をࢤしたͱ͖のॳ৺や、ࣄ࢓の意 ɾٛײ໋࢖を
ંに৮ΕてৼΓฦΔ͜ͱがେ੾ͩよ

こう͢るともっと
ΘかΓ΍͢いよ

なる΄Ͳ
ษڧになΓ·͢ʂ

こうして෦Լを
࣋ってΈると

ࣗ分の৽ਓ࣌୅を
いग़͢な͊ࢥ

大มなことも

しいこともخ
たくさんあったっけ

ެ຿һになった
ॳ৺を๨Εͣに

こΕからも
ுっていかないとʂؤ

うんうん

私もॳ৺を๨Εͣ
ྭ·ないとな͊
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ᶃ�

ᶄ�

ᶅ�

ᶆ�

ᶇ�

倫理ߦಈن४ʢࠃՈ公務員倫理نఔୈ1৚ʣ

倫理ߦಈن४をݟてみ·しΐ ！͏

QUESTION ⁞ ANSWER ⁞

ࣗ෼ࣗ਎΍૊৫ͷ倫理ײΛ͞ΒʹߴΊΔͨΊʹͰ͖Δ͜ͱΛͯ͑ߟΈΑ͏

倫理ݚमをఆظతにडߨしよ͏
にͳΔ͜ͱがあΕ͹、倫理Χーυؾ
や倫理ڭຊを֬ೝしよ͏

ެ຿員をࢤしたͱ͖のॳ৺や、ࣄ࢓の意 ɾٛײ໋࢖を
ંに৮ΕてৼΓฦΔ͜ͱがେ੾ͩよ

ᶃࠃ�ຽશମͷไऀ࢓Ͱ͋Δ͜ͱを֮ࣗしɺެਖ਼ͳ৬຿ࣥߦʹ౰たΔ͜ͱ

ᶄ�৬຿΍஍ҐをࢲతརӹͷたΊʹ༻いͳい͜ͱ

ᶅࠃ�ຽͷٙ࿭΍ෆ৴をট͘ようͳߦҝをしͳい͜ͱ

ᶆ�ެڞͷརӹͷ૿ਐを໨ࢦしɺશྗをͯ͛ڍ৬຿ʹऔΓ૊Ή͜ͱ

ᶇۈ�຿࣌ؒ֎Ͱ΋ɺެ຿ͷ৴༻΁ͷӨڹをೝࣝしͯߦಈ͢Δ͜ͱɹɹ

倫理ߦಈن४ʢࠃՈ公務員倫理نఔୈ1৚ʣ

倫理ߦಈن४をݟてみ·しΐ ！͏

、者ʯͰあΓ࢓ຽશମのไࠃՈެ຿員はʮࠃ
ެ໌ਖ਼େに職຿にऔΓ૊Ή໋࢖があΓ·す

QUESTION ⁞ ANSWER ⁞

ࣗ෼ࣗ਎΍૊৫ͷ倫理ײΛ͞ΒʹߴΊΔͨΊʹͰ͖Δ͜ͱΛͯ͑ߟΈΑ͏

目ࢦす΂͖
ެ຿員૾、
ܾ意ͳͲを
書いてみよ ！͏

倫理ݚमをఆظతにडߨしよ͏
にͳΔ͜ͱがあΕ͹、倫理Χーυؾ
や倫理ڭຊを֬ೝしよ͏ ෎ল、෦ہによっては、

職員がڞ௨して
目ࢦす΂͖ϛッγϣϯや
Ϗジϣϯを໌֬にして
い·すのͰվΊて
֬ೝしてみ·しΐ͏֬ೝしてみ·しΐ͏

書いてみよ ！͏

ެ຿員をࢤしたͱ͖のॳ৺や、ࣄ࢓の意 ɾٛײ໋࢖を
ંに৮ΕてৼΓฦΔ͜ͱがେ੾ͩよ

ྫᶃ ྫᶄ
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1995ɾ1996೥

1996೥

1998೥

1999೥8݄

倫理๏ɾ倫理نఔはͳぜͰ͖たʁ

ෆ໊༪ͳܦҢ͔Βੜ·Εたʮ倫理๏ʯ

QUESTION   ANSWER  

͔ͭてのෆ঵ࣄが
͖っ͔けͩͱい͏のは
ฉいた͜ͱがあΓ·す

ͦ͏ͳΜͩ�
ʮࠃՈެ຿員倫理๏ʯが
੒ཱすΔ·Ͱをݟてみよ͏

、けͰはෆे෼ͱ͞Εͩྩ܇ຽの৴པ֬保のたΊには各লிのࠃ
ձٞ員によΓ倫理๏੍ఆに向けたಈ͖が࢝·Δࠃ

ϧーϧのഎܠやܦҢを஌Δ͜ͱͰ、͞ Βに理ղが
ਂ·Γ、ҧ൓ߦҝの๷ࢭにͭͳがΔね

おはよう
͟͝い·ʙ͢ʂ

おはようʂ

೔はおͭかΕさ·ʂࡢ
४උもରԠも͹っちΓだったよʂ
おか͛で #ࣾとのҙݟ交׵が
εϜʔζにਐんだね

�ຊさんࢁ
ྙཧنఔのϧʔϧを
よ͘ษڧしていたね

あΓがとう
͟͝い·͢ʂ

でもԿでこんなに
きっちΓと行動ϧʔϧが
ܾΊらΕているんでしΐうね

そΕは஌っておいた
ํがいいよ

ྙཧ๏ɾྙ ཧنఔは
��೥୅にൃੜした
ෆ঵ࣄがきっか͚で
੍ఆさΕたんだ

私はその࣌にはもう
ೖলしていたから
ৄしいࣄを͑ڭてあ͛よう

いてͮجに݅ࣄのࡍ࣮
ΒΕていΔ͔Βͦ͜࡞
しいのͰすねݫ

ͦ し͏た܇ڭをੜ͔して
ҰਓひͱΓがϧーϧを
しっ͔ΓकΔ͜ͱが
େ੾Ͱすね

��



1995ɾ1996೥

1996೥

1998೥

1999೥8݄

ෆ໊༪ͳܦҢ͔Βੜ·Εたʮ倫理๏ʯ

QUESTION   ANSWER  

͔ͭてのෆ঵ࣄが
͖っ͔けͩͱい͏のは
ฉいた͜ͱがあΓ·す

ͦ͏ͳΜͩ�
ʮࠃՈެ຿員倫理๏ʯが
੒ཱすΔ·Ͱをݟてみよ͏

、けͰはෆे෼ͱ͞Εͩྩ܇ຽの৴པ֬保のたΊには各লிのࠃ
ձٞ員によΓ倫理๏੍ఆに向けたಈ͖が࢝·Δࠃ

ϧーϧのഎܠやܦҢを஌Δ͜ͱͰ、͞ Βに理ղが
ਂ·Γ、ҧ൓ߦҝの๷ࢭにͭͳがΔね

いてͮجに݅ࣄのࡍ࣮
ΒΕていΔ͔Βͦ͜࡞
しいのͰすねݫ

ͦ し͏た܇ڭをੜ͔して
ҰਓひͱΓがϧーϧを
しっ͔ΓकΔ͜ͱが
େ੾Ͱすね

1995ɾ1996೥

1996೥

1998೥

1999೥8݄

ෆ໊༪ͳܦҢ͔Βੜ·Εたʮ倫理๏ʯ

෦ެ຿員をத৺ͱしたװ
ա৒઀଴݅ࣄա৒઀଴݅ࣄがଓൃ

各লிのྩ܇によΔ
ʮ倫理نఔʯʮ倫理نఔʯが੍ఆ

ۚ༥ෆ঵ۚ݅ࣄࣄ༥ෆ঵݅ࣄࣄがൃੜ

ʮࠃՈެ຿員倫理๏ʯʮࠃՈެ຿員倫理๏ʯ੒ཱ

��೥୅に͖ىたෆ঵ࣄにىҼしてい·す

QUESTION   ANSWER  

͔ͭてのෆ঵ࣄが
͖っ͔けͩͱい͏のは
ฉいた͜ͱがあΓ·す

ͦ͏ͳΜͩ�
ʮࠃՈެ຿員倫理๏ʯが
੒ཱすΔ·Ͱをݟてみよ͏

、けͰはෆे෼ͱ͞Εͩྩ܇ຽの৴པ֬保のたΊには各লிのࠃ
ձٞ員によΓ倫理๏੍ఆに向けたಈ͖が࢝·Δࠃ

෦ެ຿員をத৺ͱしたװ

ϧーϧのഎܠやܦҢを஌Δ͜ͱͰ、͞ Βに理ղが
ਂ·Γ、ҧ൓ߦҝの๷ࢭにͭͳがΔね

ʢ���� ೥ �݄ɹಉ๏ٴͼࠃՈެ務һྙཧنఔɹશ໘ߦࢪʣ

いてͮجに݅ࣄのࡍ࣮
ΒΕていΔ͔Βͦ͜࡞
しいのͰすねݫ

ͦ し͏た܇ڭをੜ͔して
ҰਓひͱΓがϧーϧを
しっ͔ΓकΔ͜ͱが
େ੾Ͱすね

��



རऀ܎ؔ֐ͱ͸

ຽؒۀاͱの෇͖߹いͰ注意す΂͖఺はʁ

あのਓはʮར܎ؔ֐者ʯʁ�֬ೝしよ͏

˔ಛఆのࣄ຿ͱはʢ倫理نఔୈ�৚ୈ�߲ʣ

QUESTION ⁠ ANSWER ⁠

མͱし݀ མͱし݀

1 2

৿ॴ௕のޡΓはࣗ਎のར܎ؔ֐者を೺Ѳしていͳ͔った͜ͱ、ʮॳର໘
ͩしେৎ෉ͩΖ͏ʯͱ҆қに͓͝って΋Βった͜ͱͩね。·た、Ծにར֐
ࣾ。者Ͱͳ͔ったͱして΋ཁ注意܎ؔ ձ௨೦上૬౰ͱೝΊΒΕΔఔ౓
を௒͑た઀଴やଃ༩をडけΔ͜ͱはߦࢭېҝͱͳΔよ

ۙ͘にいいおళが
あるんで͢よ

よかったらこのあとҰഋ
Ͳうで͢か？

いいで͢ね
ͥͻ͝Ұॹ
さͤて͘ださいʂ

私がこのళに
お࿈Εしたんで͢から
ձ計は·かͤて͘ださい

い΍ʙ
ਃし༁ない

ま͊ాதࣾ௕は
今೔ॳΊてձったਓだし
大ৎ෉だΖう

もしもし
৿ॴ௕ʂ
実はで͢ね…

ͥͻ࣍もฐࣾと
໿して͘ださいܖ

ฐࣾのࣾ௕と৿ॴ௕は
とても਌し͘さͤて
いただいてい·͢よ

͑っ� 
私の໊ࢗを࣋って˓˓係に
 �໿のґཔにདྷているってܖ࠶

ాதࣾ௕のձࣾが
うちの˓˓係とܖ໿関係に
あったなんて……

でも私はࣄ຿ॴの
੹೚者だし
஌らなかった͡Ό
さΕない·ࡁ

そΕ͡Όాதࣾ௕は私の
利害関係者に౰たるのか

஌らなかった……

࣍も৿ॴ௕のࣄ຿ॴと
໿をしたいからܖ

਌しくなれ͹
զがࣾに༗རになるに
�����ҧいない

ాதࣾ௕
ʢܦۀاӦऀʣ

ͦΕ͔Β΋৿ॴ௕͸
ాதࣾ௕ͷاΈ΋஌Βͣ
Կ౓͔઀଴Λड͚Δ

৿ॴ௕͸ྙཧ๏ɾྙ ཧنఔҧ൓Ͱ
௄ռॲ෼Λड͚Δ͜ͱʹʜ

৿ॴ௕
ʢ̖লͷͱ͋Δ஍ํؔػͷॴ௕ʣ

਺日後�

��



རऀ܎ؔ֐ͱ͸

あのਓはʮར܎ؔ֐者ʯʁ�֬ೝしよ͏

˔ಛఆのࣄ຿ͱはʢ倫理نఔୈ�৚ୈ�߲ʣ

QUESTION ⁠ ANSWER ⁠

མͱし݀ མͱし݀

1 2

৿ॴ௕のޡΓはࣗ਎のར܎ؔ֐者を೺Ѳしていͳ͔った͜ͱ、ʮॳର໘
ͩしେৎ෉ͩΖ͏ʯͱ҆қに͓͝って΋Βった͜ͱͩね。·た、Ծにར֐
ࣾ。者Ͱͳ͔ったͱして΋ཁ注意܎ؔ ձ௨೦上૬౰ͱೝΊΒΕΔఔ౓
を௒͑た઀଴やଃ༩をडけΔ͜ͱはߦࢭېҝͱͳΔよ

ಛఆのࣄ຿の૬खํಛఆのࣄ຿の૬खํͱͳΔۀࣄ者౳ຢはݸਓがར܎ؔ֐者ར܎ؔ֐者にͳΓ·す。ʢ倫理نఔୈ�৚ʣརऀ܎ؔ֐ͱ͸

あのਓはʮར܎ؔ֐者ʯʁ�֬ೝしよ͏

˔ಛఆのࣄ຿ͱはʢ倫理نఔୈ�৚ୈ�߲ʣ

·ͣはར܎ؔ֐者のൣғを೺Ѳし·しΐ͏

QUESTION ⁠ ANSWER ⁠

ʢྫʣܖ໿の৔߹
ར܎ؔ֐にあたΔॴঠࣄ຿のൣғ �೥ϧーϧ

མͱし݀ མͱし݀

あΕっ
ʮಛఆのࣄ຿ʯ
ってԿͩっけʁ

ɾڐೝՄ౳ʢୈ�߸ʣ
ɾิॿۚ౳のަ෇ʢୈ�߸ʣ
ɾཱೖ؂ࠪ、ࠪݕຢは࡯؂ʢୈ�߸ʣ
ɾෆརӹॲ෼ʢୈ�߸ʣ

ɾߦ੓ࢦಋʢୈ�߸ʣ
ɾۀࣄのൃୡ、վળٴͼௐ੔にؔすΔࣄ຿ʢୈ�߸ʣ
ɾܖ໿ʢୈ�߸ʣ
ɾ༧ڃ、ࢉผఆ਺、ఆ員のࠪఆʢୈ�߸ʙୈ��߸ʣ

1 2

རऀ܎ؔ֐に౰ͨΔ͔൱͔Λ൑அすΔࡍの所ঠ事務のൣғは所
௕で͋れ͹ࣗ෼の所શମの事務、՝௕で͋れ͹ࣗ෼の՝の事務、
の事務ͱなΓます܎һで͋れ͹ࣗ෼の܎௕΍܎

ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの
རऀ܎ؔ֐ͱなΓますʢྙཧنఔୈ̎৚ୈ߲̎ʣ

৿ॴ௕のޡΓはࣗ਎のར܎ؔ֐者を೺Ѳしていͳ͔った͜ͱ、ʮॳର໘
ͩしେৎ෉ͩΖ͏ʯͱ҆қに͓͝って΋Βった͜ͱͩね。·た、Ծにར֐
ࣾ。者Ͱͳ͔ったͱして΋ཁ注意܎ؔ ձ௨೦上૬౰ͱೝΊΒΕΔఔ౓
を௒͑た઀଴やଃ༩をडけΔ͜ͱはߦࢭېҝͱͳΔよ

˔
ɾڐೝՄ౳ʢୈ�߸ʣ
ɾิॿۚ౳のަ෇ʢୈ�߸ʣ
ɾཱೖ؂ࠪ、ࠪݕຢは࡯؂ʢୈ�߸ʣ
ɾෆརӹॲ෼ʢୈ�߸ʣ

ࣗ෼の
ར܎ؔ֐者を
書͖ग़して
みよ ！͏

৿ॴ௕のޡΓはࣗ਎のར܎ؔ֐者を೺Ѳしていͳ͔った͜ͱ、ʮॳର໘

ར܎ؔ֐者を

ΈΛ͢Δࠐ໿ͷਃܖ
౳ऀۀࣄ

௨ৗ͸ར܎ؔ֐ͳ͠

利害関係
あり

ॴ௕

՝௕՝௕

員܎ 員܎員܎

௕܎ ௕܎௕܎

員܎

௕܎

�೥ϧーϧ2 �೥ϧーϧ

ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの
ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの
ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの
ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの
ҟಈલの׭৬のར͕ऀ܎ؔ֐、͋ なͨのҟಈޙもҾ͖ଓ͖ͦの׭
৬にͱͬてのརऀ܎ؔ֐で͋Δ৔߹は、ҟಈ̏ޙ೥ؒは͋なͨの

契
約
に
関
す
る
事
務
の
担
当
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औΖ͏ ͱすΔߦಈにԿ͔໎いがあったΒʁ

൑அͰ҆қにۚમや෺඼をडけऔΒͳいݾࣗ

QUESTION ⁡ ANSWER ⁡

૬ஊͷ
ҙٛ

૬ஊ͞ΕΔ
ଆͷ
৺͑ߏ

！にͳΔ͜ͱがあΕ͹、·ͣは職৔の上࢘やಉ྅に૬ஊをؾ
ʢ上࢘やಉ྅に૬ஊしに͘ い৔߹は、૭ޱをར༻しよ͏ʣ

1.

3.
2.

4.

1. 2.

GOOD!

GOOD!

BAD...

BAD...

౓զがࣾの$.にϦϯϦʔζがࠓ
出ԋさΕるんで͢よ

私ϦϯϦʔζの
େϑΝϯで͢ʂ

この前ϦϯϦʔζがお޷きと
おっしΌって·したよね

実はձࣾからίϯαʔτの
νέοτをもらったので͢が

ちΐうͲ̍ຕ༨ったので
౓お࣋ちし·͢ねࠓ

うʙん、໎ うな͊

ちΐっとؾがҾ͚る͚Ͳ
とΓあ্͑ͣ࢘に
૬ஊしてみよう

౉ลさんは利害関係者だよね
νέοτをड͚औΕ͹
ྙཧنఔҧ൓になるな

そのਃし出はஅΖう

ΘかΓ·した
……なかったة
૬ஊしてよかった

;Ή

後日�

��



൑அͰ҆қにۚમや෺඼をडけऔΒͳいݾࣗ

QUESTION ⁡ ANSWER ⁡

૬ஊͷ
ҙٛ

૬ஊ͞ΕΔ
ଆͷ
৺͑ߏ

！にͳΔ͜ͱがあΕ͹、·ͣは職৔の上࢘やಉ྅に૬ஊをؾ
ʢ上࢘やಉ྅に૬ஊしに͘ い৔߹は、૭ޱをར༻しよ͏ʣ

1.

3.
2.

4.

1. 2.

GOOD!

GOOD!

BAD...

BAD...

൑அͰ҆қにۚમや෺඼をडけऔΒͳいݾࣗ

ҰਓͰܾΊͣ、୭͔に૬ஊし·しΐ͏

QUESTION ⁡ ANSWER ⁡

΋し΋૬ஊしͳ͔ったΒͲ͏ͳっていた͔ͳʜʜ

ਖ਼しいಓ
૬ஊͷ
ҙٛ

૬ஊ͞ΕΔ
ଆͷ
৺͑ߏ

૬ஊすΔには༐ؾがඞཁͰす。·ͣは૬ஊして͘ Εた͜ͱをײ ɾँධՁし·しΐ͏

ࣗ෼ࣗ਎ͰউखにスτーϦーをඳ͔ͣ、܎࣮ؔࣄの೺Ѳɾ੔理に౒Ί·しΐ͏

૬खの࿩を܏ௌし、࿩しやすいงғؾを࡞Γ·しΐ͏

૬ஊをडけたਓ΋、൑அに໎͏৔߹はଞの上࢘やಉ྅、૭ޱに૬ஊし·しΐ͏

૊৫෩౔
ଟくの໨に৮れΔ͜ͱで、
く͜ͱߦಓにͨͬޡΈにΑΓࠐいࢥ
Λ事લに๷͙͜ͱ͕で͖ます

組織内のίϛϡχέʔγϣϯ͕ੑ׆Խされ、まͨ、
ಉ྅΍্࢘、窓口に৘ใ͕ڞ༗されΔ͜ͱで、෩௨͠の
Αい組織、ྙཧతな組織෩౔Λߏஙで͖ます

！にͳΔ͜ͱがあΕ͹、·ͣは職৔の上࢘やಉ྅に૬ஊをؾ
ʢ上࢘やಉ྅に૬ஊしに͘ い৔߹は、૭ޱをར༻しよ͏ʣ

1.

3.
2.

4.

1. 2.

GOOD!
૬खの૬ஊを૬खの૬ஊを
ਅ伨にฉ͘ਅ伨にฉ͘

GOOD!
上࢘やಉ྅ͳͲෳ਺ਓ上࢘やಉ྅ͳͲෳ਺ਓ
ΜͰ૬ஊࠐ͖רΜͰ૬ஊࠐ͖ר

BAD...

BAD...

ճしにすΔޙճしにすΔޙճしにすΔޙ

ผのۀ࡞をしͳがΒผのۀ࡞をしͳがΒผのۀ࡞をしͳがΒผのۀ࡞をしͳがΒผのۀ࡞をしͳがΒ
ద౰にฉ͖ྲྀすద౰にฉ͖ྲྀすద౰にฉ͖ྲྀすద౰にฉ͖ྲྀす

૬ஊすΔには༐ؾがඞཁͰす。·ͣは૬ஊして͘ Εた͜ͱをײ ɾँධՁし·しΐ͏
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WEB

郵送

Eメール

΋し΋ߦࢭېҝをݟฉ͖してし·ったΒʁ

௨ใの意ٛはʮૣݟൃظʯʮૣظղܾʯʮߋͳΔҧ൓の๷ࢭʯ

QUESTION ❺

ANSWER ❺

�̝

�̝

૬ஊɾ௨ใ૭ޱ

࿈བྷઌ

あͳたのॴଐ૊৫の૬ஊɾ௨ใ૭ޱを書いて͓͜͏

公務員倫理ホットライン

௨ใの意ٛ

༨ったνέοτ̍ຕ͘らい
もらってԿがѱいのさ

ຊ౰で͢かʂ
あΓがとう͟͝い·͢ʂ

渡辺さんって
いつも納品に来ている
あの業者さんだわ

チケットって…
もらっていいの
かしら

あのチケットの件以来
頻繁に渡辺さんから
電話が来るように
なったわ

いやでも
やっぱりちゃんと
言おう！

このまま
見て見ぬ振りをして
取り返しのつかない
ことになる前に

杉浦さんの様子も
何となくおかしいし

どうしよう

上司に話して大ごとに
したくはないし

もし杉浦さんが処分されるよう
なことになったら……

では、νέοτ
お଴ちして·͢ねʂ

そΕに、୭にも
ΘなきΌόϨないよݴ

౉ลさん
いͭもおੈ࿩に
なってい·͢

はい
ྫの݅で͢ね…

実は…

そΕは·ͣいな

Ոެ຿һྙཧΧʔυにࠃ
ॻいてある୲౰૭ޱに
࿈བྷしよう

実はνέοτのݟฦΓに
ೖࡳ৘ใを౉͢ように
ഭらΕていたことがあって…

ॲ෼はड͚た͚Ͳ
さらにॏେなことになる前に
…ることができたんだ·ࢭ

さんా؛
ૣΊにใࠂして͘Εて
あΓがとうʂ

今回だけだし
まあいっか

もらっちゃおう

਺日後�

ϗッτラΠϯは
ͪ͜Β！

��



    〒100-8913 東京都千代田区霞が関1-2-3   国家公務員倫理審査会事務局  公務員倫理ホットライン宛

WEB

郵送

Eメール rinrimail@jinji.go.jp

೰·ͣ、໎ Θͣ࿈བྷを！

௨ใの意ٛはʮૣݟൃظʯʮૣظղܾʯʮߋͳΔҧ൓の๷ࢭʯ

QUESTION ❺

ANSWER ❺

�̝໰୊のૣݟൃظɾૣظରԠにܨがΓ、
ɹ�ॏେͳ๏ྩҧ൓にͳΔલに৯いࢭΊΔ͜ͱがͰ͖·す

�̝๏ྩҧ൓のٙいをݟてݟ͵ৼΓをしͳい͜ͱͰ、
������倫理తͳ૊৫෩౔をߏஙͰ͖·す

 公務員倫理ホットライン

૬ஊɾ௨ใ૭ޱ

࿈བྷઌ

あͳたのॴଐ૊৫の૬ஊɾ௨ใ૭ޱを書いて͓͜͏

公務員倫理ホットライン

    〒100-8913 東京都千代田区霞が関1-2-3   国家公務員倫理審査会事務局  公務員倫理ホットライン宛

௨ใの意ٛ

もうগしで
৘ใ࿙ӮなͲ
もっとେมなことに
なったな

を出してؾさんが༐ా؛
࿩したから

よΓॏେなҧ൓と
ॏいॲ෼を๷͛たんだねʂ

ϗッτラΠϯは
ͪ͜Β！

各府省等においては組織内部の窓口だけでなく、
弁護士事務所等に外部の窓口も設置されています

��



公務員倫理公務員倫理
　＼　＼マンガで学ぶ! ／／

公務員倫理公務員倫理公務員倫理公務員倫理
$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&���

$"4&��

国家公務員として
国家公務員として一緒に働く一緒に働く
仲良し同期仲良し同期

りΜりΜ

ΜਿӜ͞Μ͞ా؛

国家公務員倫理審査会国家公務員倫理審査会

ʙྫࣄฤʙ

��



公務員倫理公務員倫理
$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&��

$"4&���

$"4&��

ʙྫࣄฤʙ公務員倫理公務員倫理
஥のよいઌഐ 0# なら
お͝ってもらってもେৎ෉？

$"4&��

ंのૹܴを受けてもେৎ෉？
$"4&��

਌଒の૴ّで、利害関係者が
人との関係で߳యをނ
？した場合は受けऔってもいいࢀ࣋

$"4&��

利害関係者との飲Έձも
ׂりצであれ͹େৎ෉？

$"4&��

立ೖࠪݕでおห当やお஡を
提供されたら受けऔってもいい？

$"4&��

όϨϯλイϯσーのνϣコは
受けऔってもいい？

$"4&��

？してはμϝߦಉ྅でもҰॹにཱྀݩ
$"4&���

着座・座席指定なしのパーティーで
飲食物の提供を受けてもେৎ෉？

$"4&��

ʙྫࣄฤʙ

��



஥のΑ͍ઌഐ0#なら
͓ͬ͝てもらͬても大丈夫？ （倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ただし、ࢲతな関係がある場合は ᶃ職務上の利害関係のঢ়گ 
ᶄࢲతな関係のܦҢٴͼࡏݱのঢ়گ ᶅߦおうとする態様から
して国ຽのٙ࿭΍ෆ৴をটく͓ͦれがない場合のみ、供Ԡ接଴
を受けることが認められているけど、これはかなりݶ定తだ
ね（倫理規程第̐条第̍項）

ੴࢁઌഐは
・� 人がॴ属する՝がॴ؅するۀքのձࣾにۈめているから
  利害関係者に該当するし、
・৬場の̤̗であͬてࢲ的なؔ܎ではないから
  ͖ͪんと໌࿕ձܭでׂりצにしようね！　　

ಛ定のࣄ務の૬खํとなるۀࣄ者౳ຢはݸ人が利害関係者に
なるよ（倫理規程第２条）

CASE� ANSWER

どういう人が利害関係者になるの？

ʮࢲతな関係ʯ
のྫ

ઌഐ 0#
ੴࢁさん

ੴࢁઌഐはそもそも職場の 0# だから、いくら஥が
ྑくてもh తな関係ࢲ にɦはならないΘね

い΍ʙٱʑの
ҿみձ楽しかったね
"লがջかしいよ

స৬さΕてだいͿ
೥月がܦち·したが

はࠒさΕた༺࠾
ຊ౰におੈ࿩になΓ·した

私たちの՝がॴ؅͢る
քのձࣾで͢からۀ
もおձい͢るޙࠓ
ձもあΓ·͢しػ

いͭ·でも
先ഐは先ഐで͢よ

よしʂ��͡Όあここは
先ഐをཱててお͝らͤてよ

ʑはಉ͡ݩ
৬৔の人ؒだし
େৎ෉だΖ？

͑…
こΕって
いいのかな？

��



利害関係者から供Ԡ઀଴を受けて͸͍け·ͤΜ！
（倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ただし、ࢲతな関係がある場合は ᶃ職務上の利害関係のঢ়گ 
ᶄࢲతな関係のܦҢٴͼࡏݱのঢ়گ ᶅߦおうとする態様から
して国ຽのٙ࿭΍ෆ৴をটく͓ͦれがない場合のみ、供Ԡ接଴
を受けることが認められているけど、これはかなりݶ定తだ
ね（倫理規程第̐条第̍項）

ੴࢁઌഐは
・� 人がॴ属する՝がॴ؅するۀքのձࣾにۈめているから
  利害関係者に該当するし、
・৬場の̤̗であͬてࢲ的なؔ܎ではないから
  ͖ͪんと໌࿕ձܭでׂりצにしようね！　　

ಛ定のࣄ務の૬खํとなるۀࣄ者౳ຢはݸ人が利害関係者に
なるよ（倫理規程第２条）

ಛ定のࣄ務とはʢྙཧن程ୈ �৚ୈ �߲ʣ
ೝՄ౳�ʢୈ̍߸ʣڐ�˔
˔�ิॿۚ౳のަ෇�ʢୈ̎߸ʣ
˔�ཱ入ࠪݕɺ؂ࠪຢ͸࡯؂�ʢୈ̏߸ʣ
˔�ෆརӹॲ෼�ʢୈ̐߸ʣ
ಋ�ʢୈ̑߸ʣࢦ੓ߦ�˔

ʹͼௐ੔ٴのൃୡɺվળۀࣄ�˔
ɹ�ؔ͢Δࣄ຿�ʢୈ̒߸ʣ
໿�ʢୈ̓߸ʣܖ�˔
˔�༧ࢉɺڃผఆ਺ɺఆһのࠪఆ
ɹ�ʢୈ̔߸ʙୈ̍̌߸ʣ

CASE� ANSWER

どういう人が利害関係者になるの？

岸田さん

ʮࢲతな関係ʯ
のྫ

OK
ɾֶੜ࣌୅かΒの༑ਓ
ɾझຯのαーΫル஥ؒ

NG
ɾ৬৔の0#
ɾࣄ࢓Ͱ஌り߹ͬた૬ख
ɾ৬຿্のカ΢ンλーύーτ

ਿӜさん

ੴࢁઌഐはそもそも職場の 0# だから、いくら஥が
ྑくてもh తな関係ࢲ にɦはならないΘね

��



ただし޿くҰൠに഑෍されているه೦඼・એ఻༻෺඼は受けऔっ
てもେৎ෉だよ !!（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

໿の૬खܖ （ํ利害関係者）からൢࢢのνϣコʢه೦඼・એ
఻༻෺඼ではないʣを受ྖするのは、上هのྫ֎には該当し
ないからμϝなんだ

⁞ 国家公務員以֎にも෯޿く഑෍͞れている͔
೦ʣ΍એ఻性がある͔ه˓˓೦性ʢه  
がϙイϯτだよ！۩ମతには、以下のような物඼だよ！

 のνϣコを౉しているから、ϙイϯτൢࢢճ、౉ลさんはࠓ
に該当するとはݴいͮらいね

受けऔって
よいྫ

όϨϯλΠϯσーのνϣί͸
受けऔͬても͍͍？ （倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ANSWER

औҾઌۀا
౉ลさん

そうするとࠓճ౉ลさんが഑っているνϣコは受
けऔれないΘね

ʮ޿くҰൠに഑෍されているه೦඼・એ఻༻物
඼ʯって۩ମతにどういうもの？

CASE�

ʓ×ҹ࡮の
౉ลで͢

ύϯϑϨοτの
ೲ඼にࢀΓ·した

いͭもあΓがとう
͟͝い·͢

あʂ�そうだʂ

こΕͲうͧ

όϨϯλΠϯσʔがۙいので
いͭもおੈ࿩になっている
օさんશһにお഑Γしてるんで͢よ

みんなに഑ってるなら
ड͚औってもେৎ෉かな？

ちΐっと͑ߟて
みようか

��



ただし޿くҰൠに഑෍されているه೦඼・એ఻༻෺඼は受けऔっ
てもେৎ෉だよ !!（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

໿の૬खܖ （ํ利害関係者）からൢࢢのνϣコʢه೦඼・એ
఻༻෺඼ではないʣを受ྖするのは、上هのྫ֎には該当し
ないからμϝなんだ

⁞ 国家公務員以֎にも෯޿く഑෍͞れている͔
೦ʣ΍એ఻性がある͔ه˓˓೦性ʢه  
がϙイϯτだよ！۩ମతには、以下のような物඼だよ！

 のνϣコを౉しているから、ϙイϯτൢࢢճ、౉ลさんはࠓ
に該当するとはݴいͮらいね

社名入りの
カレンダー

○○周年と書かれた
ボールペン

受けऔって
よいྫ

利害関係者から物඼΍ۚમを受けऔͬて͸
͍け·ͤΜ！（倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ANSWER

そうするとࠓճ౉ลさんが഑っているνϣコは受
けऔれないΘね

岸田さん

ਿӜさん

ʮ޿くҰൠに഑෍されているه೦඼・એ఻༻物
඼ʯって۩ମతにどういうもの？

CASE�

��



しかし、ࠓճのようにඅ༻をෛ୲していても、ෛ୲ֹが不े分で
ある場合は、ֹࠩ分の供Ԡ接଴を受けたことになってしまうよ

利害関係者ͱの飲Έձも
ׂΓצで͋Ε͹大丈夫？

ANSWER

औҾઌۀا
田さんٶ

岸田さんの上࢘
໼໺さん

ͪなΈに20人程度以上がࢀՃする立食パーティーの場合、ࣗݾの
අ༻をෛ୲しなくてもࢀՃが認められます（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

よかれとࢥって҆くしたのがかえってҧ൓になっ
てしまうんですね

CASE�

利害関係者に公務һଆのルー
ルをઆ໌するのにศ利なΧー
υが、倫理৹ࠪձ )1 からμ
ウϯローυで͖るよ！

（େ໊ࢗ）

い΍ʙ
いいおళでした

そうでしΐ？

うちのࣾһの
行き͚ͭでして

そΖそΖ
おצఆを

ॴۀ؅քஂମのํʑとのձ৯は
ׂΓצというܾ·Γでして

ではおձ計をしてき·͢ので

こちらの金ֹを
お二人෼௖ଷし·͢

ー後日ー
えɺ͋のίʔε
が෷ͬͨ୅ۚΑΓͪͨࢲ
ͪΐͬͱ͍ߴʂ

この৔߹Ͳうしたら
いいんだΖう…？

��



しかし、ࠓճのようにඅ༻をෛ୲していても、ෛ୲ֹが不े分で
ある場合は、ֹࠩ分の供Ԡ接଴を受けたことになってしまうよ

ANSWER
利害関係者ͱの飲食で͋ͬてもࣗݾのඅ༻を
ෛ୲して͍Ε͹大丈夫です �

田さんٶ

ͪなΈに20人程度以上がࢀՃする立食パーティーの場合、ࣗݾの
අ༻をෛ୲しなくてもࢀՃが認められます（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

໼໺さん

よかれとࢥって҆くしたのがかえってҧ൓になっ
てしまうんですね

CASE�

利害関係者に公務һଆのルー
ルをઆ໌するのにศ利なΧー
υが、倫理৹ࠪձ )1 からμ
ウϯローυで͖るよ！

（େ໊ࢗ）

利܎ؔ֐者とҿ食をڞにするࡍのΞυόΠε⽏

ඞず૬खํに
割ΓצとすることΛ

આ໌する

事લにあるいは
にࡍఆのצ

のۚ額Λ֬ೝࡍ࣮

Մೳな限Γ
ళの༧໿や会ܭΛ
ઌํ೚ͤにしない

そΖそΖ
おצఆを

ॴۀ؅քஂମのํʑとのձ৯は
ׂΓצというܾ·Γでして

�6



ंのૹܴを受けても大丈夫？
ANSWER

（倫理規程第３条第 � 項第 � 号）

出ுは৭ʑなέースが૝定されるから、ߦ程やҠಈखஈは
！！લにしっかりとνΣοΫしようࣄ

CASE�

ճの場合ࠓ

だから条件は満たしているΘね

ͪなΈに ���
職務として利害関係者を๚໰したࡍに
・จ๪۩΍ి࿩
・͓஡なͲのҿみ෺
の提供を受けることは $"4& ̍や $"4& ２で出て͖たߦࢭې
ҝ（ଃ༩や供Ԡ接଴）には該当しないよ

（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

○○೔の࡯ࢹࣾޚに
ͭき·して

��࣌に໼໺と
い·͢ね࢕

かしこ·Γ·した
この౓はΘ͟Θ͟
ԕいとこΖ
ਃし༁ないで͢

いえいえ、
とんでもないです！

ͦ͏だ˓ʷࣾ΁のόε͸
ΓӺかΒد࠷ �࣌ؒʹ �ຊ
しかͳ͍んだったʂ

もし
よろしければ

している༺࢖ճは私がීஈࠓ
ձࣾのंでૹܴし·しΐうか

この提Ҋって
受けてେৎ෉
ͳのかͳ͊

たしかҎલ
のۀاՈެ຿һ͕ຽؒࠃ
ंʹ৐ってॲ෼͞れた
こͱ͕͋ったよ͏ͳʜ

��



ANSWER
利害関係者からंでૹܴを受ける͜ͱ͸
Εて͍·す！（倫理規程第３条第͞ࢭې � 項第 � 号）

出ுは৭ʑなέースが૝定されるから、ߦ程やҠಈखஈは
！！લにしっかりとνΣοΫしようࣄ

CASE�

ճの場合ࠓ

職務による視察であること

先方所有の社用車であること

公共交通機関が限られていること
だから条件は満たしているΘね

岸田さん

ͪなΈに ���
職務として利害関係者を๚໰したࡍに
・จ๪۩΍ి࿩
・͓஡なͲのҿみ෺
の提供を受けることは $"4& ̍や $"4& ２で出て͖たߦࢭې
ҝ（ଃ༩や供Ԡ接଴）には該当しないよ

ͨͩしɺ以Լの̏ͭのཁ݅を
શてຬͨしͨ場合は認められ·すʂ
৬務によΓ๚໰していること

利܎ؔ֐者が೔ৗతに利༻しているࣗಈंͰあること

ఏڙされるࣗಈंの利༻に૬౰ੑがあること
（倫理規程第 � 条第 2 項第 � 号）

��



○×ΧϑΣとか
いいよね

にて立ೖࠪݕத

೔はおห౰とࠓ
おҿみ෺を༻ҙ
してい·͢ので

ੋඇঌし্がって
͘ださい

あΓがとう
͟͝い·͢ʂ

ちΐっと
଴ってʂ

こΕってもらって
いいんだっ͚？

؆ૉなҿ৯෺なら
もらってよかった
んだっ͚…？

̖ল
ॴۀ؅քஂମ
にて立ೖࠪݕத

職務として出席したձٞなら、利害関係者から؆
ૉな飲食物の提供を受けてもよかったよね？

（倫理規程第３条第２項第̓号）

ϖοτϘτルのお஡は
もらってもよかったのかな？

利害関係者から「؆ૉなҿ食෺」を受けऔってよいのは職務と
して出席した「ձٞ」にݶられるんだね！

ʮ৬຿ͱして出席しͨձٞͦのଞのձ߹ʯでは、利害関係者か
ら஡՛の提供を受けることは認められているよ。立ೖࠪݕは
ʮͦのଞのձ߹ʯには当たるから、ϖοτϘτルのお஡は受け
औってもେৎ෉なんだ（倫理規程第３条第２項第̑号）

ཱೖࠪݕで͓ห౰΍͓஡を
提供͞Εͨら受けऔͬても͍͍？

ANSWER

（倫理規程第３条第２項第̑号ٴͼಉ項第̓号）

たしかにそうだけど、立ೖࠪݕや؂ࠪは「ձٞ」には該当しな
いんだ！ だから、おห当が「؆ૉなҿ食෺」だったとしても、
立ೖࠪݕや؂ࠪでは受けऔってはμϝなんだよ

CASE�

おன
Ͳうしようか
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職務として出席したձٞなら、利害関係者から؆
ૉな飲食物の提供を受けてもよかったよね？

（倫理規程第３条第２項第̓号）

ϖοτϘτルのお஡は
もらってもよかったのかな？

利害関係者から「؆ૉなҿ食෺」を受けऔってよいのは職務と
して出席した「ձٞ」にݶられるんだね！

ʮ৬຿ͱして出席しͨձٞͦのଞのձ߹ʯでは、利害関係者か
ら஡՛の提供を受けることは認められているよ。立ೖࠪݕは
ʮͦのଞのձ߹ʯには当たるから、ϖοτϘτルのお஡は受け
औってもେৎ෉なんだ（倫理規程第３条第２項第̑号）

ANSWER

ཱೖࠪݕで͸ɺϖοτϘτϧの͓஡͸̤̠
ですが͓ห౰の提供を受けて͸͍け·ͤΜ �

（倫理規程第３条第２項第̑号ٴͼಉ項第̓号）

たしかにそうだけど、立ೖࠪݕや؂ࠪは「ձٞ」には該当しな
いんだ！ だから、おห当が「؆ૉなҿ食෺」だったとしても、
立ೖࠪݕや؂ࠪでは受けऔってはμϝなんだよ

ਿӜさん

岸田さん

CASE�

ϖοτϘτルのお஡は
もらってもよかったのかな？
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利害関係者から߳యを受けऔることはࢭېされて
いるんだよね  

（倫理規程第３条第̍項第̍号）

もし໌らかに岸田さんとの関係で࣋ࢀした߳య
だった場合はどうなるんだΖう。ࠓճはࢲがͮؾ
いていたからよかったけど、૴ّ場で受෇の人が
୭にؼଐした߳యか֬認するのは೉しいですね

݁ࠗࣜのॕ儀についても、഑ۮ者との関係で利害関係者が࣋ࢀ
したॕّは受けऔってେৎ෉だよ！ ͪなΈに、利害関係者が˓
ʷձࣾとしてではなく、ݸ人として࣋ࢀした߳యやॕّなら、
ଃ༩౳ใࠂॻの提出は不要だよ！

もし、利害関係者が職һとの関
係で߳యを࣋ࢀしていたことを
その場では֬認で͖ずに受け
औってしまった場合は、૴ّऴ
଎やかに利害関係者にฦ、ޙྃ
٫すれ͹ۚમのଃ༩を受けたこ
とにならないものとしてऔりѻ
うことがで͖るんだ !

਌଒の૴ّでɺ利害関係者がނ人ͱの関係で
߳యを࣋ࢀしͨ৔߹͸受けऔͬても͍͍？

ANSWER

（倫理規程第３条第̍項第̍号）

そのとおり！でもࠓճは、๢くなったお෕さんとの関係で
ҝには該当しߦࢭېした߳యだったから受けऔってもࢀ࣋
ないんだ！

CASE�

これって受けऔって
よかったんだっけ？

さんా؛
͝यই༷で͢

こんなときにだ͚Ͳ
さっき○×ձࣾの
さんが߳యをాٶ
࣋ってきていたね

֬かʜ͞ాٶん͸
෕のࣄ࢓の͓ಘҙ༷
だったよͶ

Ͱ΋ࢲͱ΋ར͕܎ؔ֐
͋Δんだった

あΓがとう
͟͝い·͢
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利害関係者から߳యを受けऔることはࢭېされて
いるんだよね  

（倫理規程第３条第̍項第̍号）

もし໌らかに岸田さんとの関係で࣋ࢀした߳య
だった場合はどうなるんだΖう。ࠓճはࢲがͮؾ
いていたからよかったけど、૴ّ場で受෇の人が
୭にؼଐした߳యか֬認するのは೉しいですね

݁ࠗࣜのॕ儀についても、഑ۮ者との関係で利害関係者が࣋ࢀ
したॕّは受けऔってେৎ෉だよ！ ͪなΈに、利害関係者が˓
ʷձࣾとしてではなく、ݸ人として࣋ࢀした߳యやॕّなら、
ଃ༩౳ใࠂॻの提出は不要だよ！

もし、利害関係者が職һとの関
係で߳యを࣋ࢀしていたことを
その場では֬認で͖ずに受け
औってしまった場合は、૴ّऴ
଎やかに利害関係者にฦ、ޙྃ
٫すれ͹ۚમのଃ༩を受けたこ
とにならないものとしてऔりѻ
うことがで͖るんだ !

ANSWER

利害関係者がނ人ͱの関係で࣋ࢀしͨ߳య͸
受けऔͬても大丈夫です！

（倫理規程第３条第̍項第̍号）

そのとおり！でもࠓճは、๢くなったお෕さんとの関係で
ҝには該当しߦࢭېした߳యだったから受けऔってもࢀ࣋
ないんだ！

岸田さん

໼໺さん

CASE�

��



着座・座席指定ありのパーティーだとどうなるの？

「立食パーティー」には直接該当しないようなものであっても、
その態様から、職務の公正さに対する国民の疑惑や不信を招く
おそれが少ないと考えられて、立食パーティーに準じて認めら
れる場合があるんだね !

着座・座席指定なしのパーティーで
飲食物の提供を受けても大丈夫？

ANSWER

（倫理規程第３条第２項第６号）

※新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、当分の間、20人程度以上で開催される   
   パーティーについても飲食物の提供を受けることが認められる場合があります。　　　

以下の要件を全て満たす場合は認められるよ！

多数の者が出席する立食パーティーでは、利害関係者から
飲食物の提供を受けることは認められているけど、50人程
度以上※が出席する着座・座席指定なしのパーティーについ
ても、立食パーティーに準ずるものとして利害関係者から
飲食物の提供を受けることが認められているんだ！

CASE7

ট଴ঢ়？
ʓ×ڠձさん
からだね

ຖ೥ۀքஂମ΍関係ۀاなͲ
໿��人が出੮͢るձなんだ

うちのলがॴ؅͢る
քのஂମというۀ
ことでہ௕Ѽに
ಧ͘んだ

Όな͘てࣜ͡ܗ೥はཱ৯ࠓ
ண੮なのか

これって出席して
飲食物の提供を受けて
よかったんだっけ？

ཱ৯ύʔςΟʔなら
େৎ෉なのは஌ってる͚Ͳ…

50人程度以上 が出席するパーティー 組織として 組織の代表

儀礼的なもの

出席者の属性 多様

国家公務員のみが利益を受けるものではない

著しく高額なものではない
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着座・座席指定ありのパーティーだとどうなるの？

「立食パーティー」には直接該当しないようなものであっても、
その態様から、職務の公正さに対する国民の疑惑や不信を招く
おそれが少ないと考えられて、立食パーティーに準じて認めら
れる場合があるんだね !

ANSWER

50人程度以上※が出席する着座・座席指定
なしのパーティーなら利害関係者から
飲食物の提供を受けても大丈夫です！

（倫理規程第３条第２項第６号）

※新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、当分の間、20人程度以上で開催される   
   パーティーについても飲食物の提供を受けることが認められる場合があります。　　　

以下の要件を全て満たす場合は認められるよ！

多数の者が出席する立食パーティーでは、利害関係者から
飲食物の提供を受けることは認められているけど、50人程
度以上※が出席する着座・座席指定なしのパーティーについ
ても、立食パーティーに準ずるものとして利害関係者から
飲食物の提供を受けることが認められているんだ！

岸田さん

CASE7

（倫理規程第３条第２項第６号）

① 50人程度以上 が出席するパーティーで、組織として、又は組織の代表とし
 て出席すること

② 祝賀会、総会、式典・大会後の懇親会など、当該パーティーが儀礼的なもので
あること

③ 出席者の属性が利害関係者と職員に限られず多様であること（例えば他の公的機
関の関係者、利害関係者ではない民間事業者や報道関係者などの出席者がいるオ
ープンな会合であること）

④ その費用負担について、国家公務員のみが利益を受けるものではないこと。
また、無料である者の比率が著しく低いものではないこと（最低でも１割以上）

⑤ その価額が出席者の属性や会合の趣旨に照らして著しく高額なものではないこと
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でもࠓճのཱྀߦはਿӜさんが利害関係者ʹなるલ
からܭըしていたけど

なͥ利害関係者とҰॹにཱྀߦしてはいけないの？

Ծに職һがࣗݾのඅ༻をෛ୲したとしても利害関係者とのա度
の෇͖合いとして国ຽのٙ࿭΍ෆ৴をটく͓ͦれがあるのでن
੍͞れているものだよ
なので国民の疑惑や不信を招くおそれのない公務出ுなど
はྫ֎తに認められているんだ

たとえ利害関係者になるલに໿ଋしていたཱྀߦでも、ྫ֎にはな
らないんだ

？して͸μϝߦཱྀʹಉ྅でもҰॹݩ
ANSWER

（倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ͪなΈに༡ٕやΰϧϑもཱྀߦとಉ様にࣗݾのඅ༻をෛ୲した
としても利害関係者とҰॹにしてはいけないんだ

（倫理規程第 � 条第 � 項第̓号）

CASE�

GWの旅行
楽しみだね

そうね、お正月から
計画してたもんね

でも実はさっき
内示があって

私 4月から
○×市に
出向だって

え � 

私も内示が
あって

異動先は確か
その○×市に
補助金を交付してるんだよね

ってことは私たち
利害関係者になる
ってことか

利害関係者に
なる前から計画
してたし…

二人で旅行して
いいのかな？
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でもࠓճのཱྀߦはਿӜさんが利害関係者ʹなるલ
からܭըしていたけど

なͥ利害関係者とҰॹにཱྀߦしてはいけないの？

Ծに職һがࣗݾのඅ༻をෛ୲したとしても利害関係者とのա度
の෇͖合いとして国ຽのٙ࿭΍ෆ৴をটく͓ͦれがあるのでن
੍͞れているものだよ
なので国民の疑惑や不信を招くおそれのない公務出ுなど
はྫ֎తに認められているんだ

たとえ利害関係者になるલに໿ଋしていたཱྀߦでも、ྫ֎にはな
らないんだ

ANSWER
利害関係者ͱߦཱྀʹڞして͸͍け·ͤΜ！

（倫理規程第 � 条第 � 項第 � 号）

ͪなΈに༡ٕやΰϧϑもཱྀߦとಉ様にࣗݾのඅ༻をෛ୲した
としても利害関係者とҰॹにしてはいけないんだ

（倫理規程第 � 条第 � 項第̓号）

ਿӜさん

岸田さん

CASE�

·ͣはɺ利܎ؔ֐者に֘౰する͔֬認ʂ

たとえ஍ํ公ஂڞମであͬても
ʮิॿۚのަ෇の૬खํʯは利害
関係者に該当するたΊ、ڞにཱྀ
はで͖まͤΜߦ

私も内示が
あって

異動先は確か
その○×市に
補助金を交付してるんだよね
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　　 ৚ʣ
ୈ�ষ 倫理؂ಜ׭ʢୈ39৚ʣ
ୈ�ষ ଇʢୈ�0৚ʕୈ��৚ʣࡶ
ෟଇ　

ୈ1ষ　૯ଇ

ʢ໨తʣ
ୈ１৚　この法律は、国家公務員が国民全体の
ไ࢓者であってその職務は国民からෛୗ͞れ
た公務であることにかんがみ、国家公務員の
職務に係る倫理の保持にࢿするため必要なા
ஔをͣߨることにより、職務の執行の公正͞
に対する国民の疑惑や不信を招くような行為
の๷ࢭを図り、もって公務に対する国民の信
པを確保することを໨తとする。

ʢఆٛ౳ʣ
ୈ２৚　この法律（第21条第２項及び第42条第
１項をআく。）において、「職員」とは、国家公
務員法（昭和22年法律第120号）第２条第２項
に規定する一ൠ職に属する国家公務員（委員、
与の職にある者又は人事院のࢀ໰若しくはސ
指定するこれらに४ͣる職にある者でৗۈを
要しないもの（同法第60条の２第１項に規定
する୹࣌間ۈ務の官職を઎める者をআく。）を
আく。）をいう。　

２　この法律において、「ຊ省՝長補ڃࠤ以্の
職員」とは、次に掲げる職員をいう。　
一　一ൠ職の職員のڅ与に関する法律（昭和
25年法律第95号。以下「一ൠ職څ与法」とい
う。）の適用を受ける職員であって、次に掲
げるもの（τ又はνに掲げるものについて
は、一ൠ職څ与法第10条の２第１項の規定
によるเڅの特ผௐ整ֹの支څを受ける者
にݶる。）
Π　一ൠ職څ与法ผද第１Π行政職เڅද
（一）の職務のڃ５ڃ以্の職員
ϩ　一ൠ職څ与法ผද第２ઐ໳行政職เڅ
දの職務のڃ４ڃ以্の職員

ϋ　一ൠ職څ与法ผද第３੫務職เڅදの

職務のڃ５ڃ以্の職員
χ　一ൠ職څ与法ผද第４Π公安職เڅද
（一）の職務のڃ６ڃ以্の職員
ϗ　一ൠ職څ与法ผද第４ϩ公安職เڅද
（二）の職務のڃ５ڃ以্の職員
ϔ　一ൠ職څ与法ผද第５Πւ事職เڅද
（一）の職務のڃ５ڃ以্の職員
τ　一ൠ職څ与法ผද第６Πڭҭ職เڅද
（一）の職務のڃ３ڃ以্の職員
ν　一ൠ職څ与法ผද第６ϩڭҭ職เڅද
（二）の職務のڃ３ڃの職員
Ϧ　一ൠ職څ与法ผද第７研ڀ職เڅදの
職務のڃ４ڃ以্の職員

ψ　一ൠ職څ与法ผද第８Πҩྍ職เڅද
（一）の職務のڃ３ڃ以্の職員
ϧ　一ൠ職څ与法ผද第８ϩҩྍ職เڅද
（二）の職務のڃ６ڃ以্の職員
Ϯ　一ൠ職څ与法ผද第８ϋҩྍ職เڅද
（三）の職務のڃ６ڃ以্の職員
ϫ　一ൠ職څ与法ผද第９෱ࢱ職เڅදの
職務のڃ５ڃ以্の職員

Χ　一ൠ職څ与法ผද第10ઐ໳ελοϑ職
เڅදの適用を受ける職員

Ϥ　一ൠ職څ与法ผද第11指定職เڅදの
適用を受ける職員

二　一ൠ職の任ظ付職員の࠾用及びڅ与の特
ྫに関する法律（ฏ੒12年法律第125号。以
下この条において「任ظ付職員法」という。）
第７条第１項に規定するเڅදの適用を受
ける職員

三　一ൠ職の任ظ付研ڀ員の࠾用、څ与及び
務࣌間の特ྫに関する法律（ฏ੒９年法ۈ
律第65号。以下「任ظ付研ڀ員法」という。）
第６条第１項に規定するเڅදの適用を受
ける職員

四　検察官のเڅ等に関する法律（昭和23年
法律第76号。以下「検察官เڅ法」という。）
の適用を受ける職員であって、次に掲げるもの
Π　検事総長、次長検事及び検事長
ϩ　検察官เڅ法ผද検事の項16号のเڅ
ֹ݄以্のเڅを受ける検事

ϋ　検察官เڅ法ผද෭検事の項11号のเ
を受ける෭検事څ以্のเֹ݄څ

五　独立行政法人通則法（ฏ੒11年法律第103
号）第２条第４項に規定する行政執行法人
（以下「行政執行法人」という。）の職員で
あって、その職務と責任が第１号に掲げる
職員に相当するものとして当該行政執行法
人の長が定めるもの
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ୈ1ষ　૯ଇ

ʢ໨తʣ
ୈ１৚　この法律は、国家公務員が国民全体の
ไ࢓者であってその職務は国民からෛୗ͞れ
た公務であることにかんがみ、国家公務員の
職務に係る倫理の保持にࢿするため必要なા
ஔをͣߨることにより、職務の執行の公正͞
に対する国民の疑惑や不信を招くような行為
の๷ࢭを図り、もって公務に対する国民の信
པを確保することを໨తとする。

ʢఆٛ౳ʣ
ୈ２৚　この法律（第21条第２項及び第42条第
１項をআく。）において、「職員」とは、国家公
務員法（昭和22年法律第120号）第２条第２項
に規定する一ൠ職に属する国家公務員（委員、
与の職にある者又は人事院のࢀ໰若しくはސ
指定するこれらに४ͣる職にある者でৗۈを
要しないもの（同法第60条の２第１項に規定
する୹࣌間ۈ務の官職を઎める者をআく。）を
আく。）をいう。　

２　この法律において、「ຊ省՝長補ڃࠤ以্の
職員」とは、次に掲げる職員をいう。　
一　一ൠ職の職員のڅ与に関する法律（昭和
25年法律第95号。以下「一ൠ職څ与法」とい
う。）の適用を受ける職員であって、次に掲
げるもの（τ又はνに掲げるものについて
は、一ൠ職څ与法第10条の２第１項の規定
によるเڅの特ผௐ整ֹの支څを受ける者
にݶる。）
Π　一ൠ職څ与法ผද第１Π行政職เڅද
（一）の職務のڃ５ڃ以্の職員
ϩ　一ൠ職څ与法ผද第２ઐ໳行政職เڅ
දの職務のڃ４ڃ以্の職員

ϋ　一ൠ職څ与法ผද第３੫務職เڅදの

職務のڃ５ڃ以্の職員
χ　一ൠ職څ与法ผද第４Π公安職เڅද
（一）の職務のڃ６ڃ以্の職員
ϗ　一ൠ職څ与法ผද第４ϩ公安職เڅද
（二）の職務のڃ５ڃ以্の職員
ϔ　一ൠ職څ与法ผද第５Πւ事職เڅද
（一）の職務のڃ５ڃ以্の職員
τ　一ൠ職څ与法ผද第６Πڭҭ職เڅද
（一）の職務のڃ３ڃ以্の職員
ν　一ൠ職څ与法ผද第６ϩڭҭ職เڅද
（二）の職務のڃ３ڃの職員
Ϧ　一ൠ職څ与法ผද第７研ڀ職เڅදの
職務のڃ４ڃ以্の職員

ψ　一ൠ職څ与法ผද第８Πҩྍ職เڅද
（一）の職務のڃ３ڃ以্の職員
ϧ　一ൠ職څ与法ผද第８ϩҩྍ職เڅද
（二）の職務のڃ６ڃ以্の職員
Ϯ　一ൠ職څ与法ผද第８ϋҩྍ職เڅද
（三）の職務のڃ６ڃ以্の職員
ϫ　一ൠ職څ与法ผද第９෱ࢱ職เڅදの
職務のڃ５ڃ以্の職員

Χ　一ൠ職څ与法ผද第10ઐ໳ελοϑ職
เڅදの適用を受ける職員

Ϥ　一ൠ職څ与法ผද第11指定職เڅදの
適用を受ける職員

二　一ൠ職の任ظ付職員の࠾用及びڅ与の特
ྫに関する法律（ฏ੒12年法律第125号。以
下この条において「任ظ付職員法」という。）
第７条第１項に規定するเڅදの適用を受
ける職員

三　一ൠ職の任ظ付研ڀ員の࠾用、څ与及び
務࣌間の特ྫに関する法律（ฏ੒９年法ۈ
律第65号。以下「任ظ付研ڀ員法」という。）
第６条第１項に規定するเڅදの適用を受
ける職員

四　検察官のเڅ等に関する法律（昭和23年
法律第76号。以下「検察官เڅ法」という。）
の適用を受ける職員であって、次に掲げるもの
Π　検事総長、次長検事及び検事長
ϩ　検察官เڅ法ผද検事の項16号のเڅ
ֹ݄以্のเڅを受ける検事

ϋ　検察官เڅ法ผද෭検事の項11号のเ
を受ける෭検事څ以্のเֹ݄څ

五　独立行政法人通則法（ฏ੒11年法律第103
号）第２条第４項に規定する行政執行法人
（以下「行政執行法人」という。）の職員で
あって、その職務と責任が第１号に掲げる
職員に相当するものとして当該行政執行法
人の長が定めるもの
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３　この法律において、「指定職以্の職員」と
は、次に掲げる職員をいう。
一　一ൠ職څ与法ผද第11指定職เڅදの適
用を受ける職員

一の二　任ظ付職員法第７条第１項に規定す
るเڅදの適用を受ける職員であって、同ද
６号เのเֹ݄څ以্のเڅを受けるもの
二　任ظ付研ڀ員法第６条第１項に規定する
เڅදの適用を受ける職員であって、同ද
６号เのเֹ݄څ以্のเڅを受けるもの

三　検察官เڅ法の適用を受ける職員であっ
て、次に掲げるもの
Π　検事総長、次長検事及び検事長
ϩ　検察官เڅ法ผද検事の項５号のเڅ
ֹ݄以্のเڅを受ける検事

四　行政執行法人の職員であって、その職務
と責任が第１号に掲げる職員に相当するも
のとして当該行政執行法人の長が定めるも
の

４　この法律において、「ຊ省審ٞ官ڃ以্の
職員」とは、次に掲げる職員をいう。
一　一ൠ職څ与法ผද第11指定職เڅදの適
用を受ける職員

一の二　任ظ付職員法第７条第１項に規定す
るเڅදの適用を受ける職員であって、同
ද６号เのเֹ݄څ以্のเڅを受けるもの

二　検察官เڅ法の適用を受ける職員であっ
て、次に掲げるもの
Π　検事総長、次長検事及び検事長
ϩ　検察官เڅ法ผද検事の項５号のเڅ
ֹ݄以্のเڅを受ける検事

三　行政執行法人の職員であって、その職務
と責任が第１号に掲げる職員に相当するも
のとして当該行政執行法人の長が定めるも
の

５　この法律において、「事業者等」とは、法人
（法人でないࣾ団又は財団で୅ද者又は؅理
人の定めがあるものを含む。）その他の団体及
び事業を行うݸ人（当該事業の利益のために
する行為を行う場合におけるݸ人にݶる。）を
いう。

６　この法律の規定の適用については、事業者
等の利益のためにする行為を行う場合におけ
る໾員、ै業員、୅理人その他の者は、前項
の事業者等とみなす。

７　行政執行法人の長は、第２項第５号、第３
項第４号又は第４項第３号の規定により当該
行政執行法人におけるຊ省՝長補ڃࠤ以্の
職員、指定職以্の職員又はຊ省審ٞ官ڃ以
্の職員を定めたときは、そのൣғを公දし
なければならない。

ʢ৬員が९क͢΂͖৬務ʹ܎Δ倫理ݪଇʣ
ୈ３৚　職員は、国民全体のไ࢓者であり、国

民の一部に対してのみのไ࢓者ではないこと
を自֮し、職務্知り得た৘報について国民
の一部に対してのみ有利な取扱いをする等国
民に対し不当なࠩผత取扱いをしてはなら
ͣ、ৗに公正な職務の執行に当たらなければ
ならない。　

２　職員は、ৗに公ࢲのผを໌らかにし、いや
しくもその職務や地Ґを自らや自らの属する
૊৫のためのࢲత利益のために用いてはなら
ない。　

３　職員は、法律により与͑られたݶݖの行࢖
に当たっては、当該ݶݖの行࢖の対৅となる
者からの贈与等を受けること等の国民の疑惑
や不信を招くような行為をしてはならない。

ʢ国会ใࠂʣ
ୈ̐৚　内閣は、ຖ年、国会に、職員の職務に
係る倫理の保持に関するঢ়گ及び職員の職務
に係る倫理の保持に関してߨじた施策に関す
る報告書をఏ出しなければならない。

ୈ�ষ　国家公務員倫理نఔ

ୈ̑৚　内閣は、第３条に掲げる倫理ݪ則を౿
·͑、職員の職務に係る倫理の保持を図るた
めに必要な事項に関する政令（以下「国家公務
員倫理規ఔ」という。）を定めるものとする。
この場合において、国家公務員倫理規ఔには、
職員の職務に利֐関係を有する者からの贈与
等のࢭې及び制ݶ等職員の職務に利֐関係を
有する者との接৮その他国民の疑惑や不信を
招くような行為の๷ࢭに関し職員の९कすべ
き事項が含·れていなければならない。

２　内閣は、国家公務員倫理規ఔの制定又はվ
ഇにࡍしては、国家公務員倫理審査会の意ݟ
をௌかなければならない。　

３　各省各庁の長（内閣総理大臣、各省大臣、
会計検査院長、人事院総裁、内閣法制ہ長官
及び警察庁長官並びにٶ内庁長官及び各֎ہ
の長をいう。以下同じ。）は、国家公務員倫理
審査会の同意を得て、当該各省各庁に属する
職員の職務に係る倫理に関する訓令を定める
ことができる。

４　行政執行法人の長は、国家公務員倫理審査
会の同意を得て、当該行政執行法人の職員の
職務に係る倫理に関する規則を定めることが
できる。

５　行政執行法人の長は、前項の規則を定めた
ときは、これを主務大臣（独立行政法人通則
法第68条に規定する主務大臣をいう。）にಧけ
出なければならない。これをมߋしたときも、
同༷とする。

６　内閣は、国家公務員倫理規ఔ、第３項の訓
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令及び第４項の規則の制定又はվഇがあった
ときは、これを国会に報告しなければならな
い。

ୈ3ষ　ଃ༩౳ͷใٴࠂͼ公։

ʢଃ༩౳ͷใࠂʣ
ୈ̒৚　ຊ省՝長補ڃࠤ以্の職員は、事業者
等から、金મ、෺඼その他の財্࢈の利益
のڙ与若しくはڙ応接଴（以下「贈与等」とい
う。）を受けたとき又は事業者等と職員の職務
との関係に基づいてఏڙする人త໾務に対す
る報ुとして国家公務員倫理規ఔで定める報
ुの支෷を受けたとき（当該贈与等を受けた
࣌又は当該報ुの支෷を受けた࣌においてຊ
省՝長補ڃࠤ以্の職員であった場合にݶ
り、かつ、当該贈与等により受けた利益又
は当該支෷を受けた報ुのՁֹが１݅につ
き５ઍԁを௒͑る場合にݶる。）は、１݄から
３݄·で、４݄から６݄·で、７݄から９݄
·で及び10݄から12݄·での各۠෼によるظ
間（以下「四൒ظ」という。）͝ とに、次に掲げ
る事項をࡌهした贈与等報告書を、当該四൒
のॳ೔から14೔以内に、各省各ظのཌ四൒ظ
庁の長等（各省各庁の長及び行政執行法人の
長をいう。以下同じ。）又はその委任を受けた
者にఏ出しなければならない。
一　当該贈与等により受けた利益又は当該支
෷を受けた報ुのՁֹ

二　当該贈与等により利益を受け又は当該報
ुの支෷を受けた年݄೔及びその基Ҽと
なった事実

三　当該贈与等をした事業者等又は当該報ु
を支෷った事業者等の名শ及びॅ所　

四　前３号に掲げるもののほか国家公務員倫
理規ఔで定める事項

２　各省各庁の長等又はその委任を受けた者
は、前項の規定により贈与等報告書のఏ出を
受けたときは、当該贈与等報告書（指定職以
্の職員に係るものにݶり、かつ、第９条第
２項ただし書に規定する事項に係る部෼をআ
く。）の写しを国家公務員倫理審査会に送付し
なければならない。

ʢגऔҾ౳ͷใࠂʣ
ୈ̓৚　ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員は、前年にお
いて行った株݊等（株݊、৽株予約݊ূݖ又
は৽株予約ݖ付ࣾ݊࠴をいい、株݊、৽株
予約݊ূݖ又は৽株予約ݖ付ࣾ݊࠴がൃ行
͞れていない場合にあっては、これらがൃ行
͞れていたとすればこれらにදࣔ͞れるべき
利をいう。以下この項において同じ。）の取ݖ
得又はৡ౉（ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員である

間に行ったものにݶる。以下「株取引等」とい
う。）について、当該株取引等に係る株݊等の
छྨ、໏ฑ、਺及び対Ձのֹ並びに当該株取
引等の年݄೔をࡌهした株取引等報告書を、
ຖ年、３݄１೔から同݄31೔·での間に、各
省各庁の長等又はその委任を受けた者にఏ出
しなければならない。

２　各省各庁の長等又はその委任を受けた者
は、前項の規定により株取引等報告書のఏ出
を受けたときは、当該株取引等報告書の写し
を国家公務員倫理審査会に送付しなければな
らない。

ʢॴಘ౳ͷใࠂʣ
ୈ̔৚　ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員（前年１年間
を通じてຊ省審ٞ官ڃ以্の職員であったも
のにݶる。）は、次に掲げる金ֹ及び՝੫Ձ֨
をࡌهした所得等報告書を、ຖ年、３݄１೔
から同݄31೔·での間に、各省各庁の長等又
はその委任を受けた者にఏ出しなければなら
ない。
一　前年෼の所得について同年෼の所得੫が
՝͞れる場合における当該所得に係る次に
掲げる金 （ֹ当該金ֹが100ສԁを௒͑る場
合にあっては、当該金ֹ及びその基Ҽと
なった事実）
Π 総所得金 （ֹ所得੫法（昭和40年法律第
33号）第22条第２項に規定する総所得金
ֹをいう。）及びྛࢁ所得金 （ֹ同条第３
項に規定するྛࢁ所得金ֹをいう。）に係
る各छ所得の金 （ֹ同法第２条第１項第
22号に規定する各छ所得の金ֹをいう。
以下同じ。）

ϩ　各छ所得の金 （ֹୀ職所得の金 （ֹ所得
੫法第30条第２項に規定するୀ職所得の
金ֹをいう。）及びྛࢁ所得の金 （ֹ同法
第32条第３項に規定するྛࢁ所得の金ֹ
をいう。）をআく。）のうち、ે੫特ผાஔ
法（昭和32年法律第26号）の規定により、
所得੫法第22条の規定にかかわらͣ、他
の所得と۠෼して計算͞れる所得の金ֹ

二　前年中において贈与により取得した財࢈
について同年෼の贈与੫が՝͞れる場合に
おける当該財࢈に係る贈与੫の՝੫Ձ֨
（相ଓ੫法（昭和25年法律第73号）第21条の
２に規定する贈与੫の՝੫Ձ֨をいう。）

２　前項の所得等報告書のఏ出は、ೲ੫申告書
（国੫通則法（昭和37年法律第66号）第２条第
６号に規定するೲ੫申告書をいう。以下同
じ。）の写しをఏ出することにより行うことが
できる。この場合において、同項第１号Π又
はϩに掲げる金ֹが100ສԁを௒͑るときは、
その基Ҽとなった事実を当該ೲ੫申告書の写
しに付هしなければならない。
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令及び第４項の規則の制定又はվഇがあった
ときは、これを国会に報告しなければならな
い。

ୈ3ষ　ଃ༩౳ͷใٴࠂͼ公։

ʢଃ༩౳ͷใࠂʣ
ୈ̒৚　ຊ省՝長補ڃࠤ以্の職員は、事業者
等から、金મ、෺඼その他の財্࢈の利益
のڙ与若しくはڙ応接଴（以下「贈与等」とい
う。）を受けたとき又は事業者等と職員の職務
との関係に基づいてఏڙする人త໾務に対す
る報ुとして国家公務員倫理規ఔで定める報
ुの支෷を受けたとき（当該贈与等を受けた
࣌又は当該報ुの支෷を受けた࣌においてຊ
省՝長補ڃࠤ以্の職員であった場合にݶ
り、かつ、当該贈与等により受けた利益又
は当該支෷を受けた報ुのՁֹが１݅につ
き５ઍԁを௒͑る場合にݶる。）は、１݄から
３݄·で、４݄から６݄·で、７݄から９݄
·で及び10݄から12݄·での各۠෼によるظ
間（以下「四൒ظ」という。）͝ とに、次に掲げ
る事項をࡌهした贈与等報告書を、当該四൒
のॳ೔から14೔以内に、各省各ظのཌ四൒ظ
庁の長等（各省各庁の長及び行政執行法人の
長をいう。以下同じ。）又はその委任を受けた
者にఏ出しなければならない。
一　当該贈与等により受けた利益又は当該支
෷を受けた報ुのՁֹ

二　当該贈与等により利益を受け又は当該報
ुの支෷を受けた年݄೔及びその基Ҽと
なった事実

三　当該贈与等をした事業者等又は当該報ु
を支෷った事業者等の名শ及びॅ所　

四　前３号に掲げるもののほか国家公務員倫
理規ఔで定める事項

２　各省各庁の長等又はその委任を受けた者
は、前項の規定により贈与等報告書のఏ出を
受けたときは、当該贈与等報告書（指定職以
্の職員に係るものにݶり、かつ、第９条第
２項ただし書に規定する事項に係る部෼をআ
く。）の写しを国家公務員倫理審査会に送付し
なければならない。

ʢגऔҾ౳ͷใࠂʣ
ୈ̓৚　ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員は、前年にお
いて行った株݊等（株݊、৽株予約݊ূݖ又
は৽株予約ݖ付ࣾ݊࠴をいい、株݊、৽株
予約݊ূݖ又は৽株予約ݖ付ࣾ݊࠴がൃ行
͞れていない場合にあっては、これらがൃ行
͞れていたとすればこれらにදࣔ͞れるべき
利をいう。以下この項において同じ。）の取ݖ
得又はৡ౉（ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員である

間に行ったものにݶる。以下「株取引等」とい
う。）について、当該株取引等に係る株݊等の
छྨ、໏ฑ、਺及び対Ձのֹ並びに当該株取
引等の年݄೔をࡌهした株取引等報告書を、
ຖ年、３݄１೔から同݄31೔·での間に、各
省各庁の長等又はその委任を受けた者にఏ出
しなければならない。

２　各省各庁の長等又はその委任を受けた者
は、前項の規定により株取引等報告書のఏ出
を受けたときは、当該株取引等報告書の写し
を国家公務員倫理審査会に送付しなければな
らない。

ʢॴಘ౳ͷใࠂʣ
ୈ̔৚　ຊ省審ٞ官ڃ以্の職員（前年１年間
を通じてຊ省審ٞ官ڃ以্の職員であったも
のにݶる。）は、次に掲げる金ֹ及び՝੫Ձ֨
をࡌهした所得等報告書を、ຖ年、３݄１೔
から同݄31೔·での間に、各省各庁の長等又
はその委任を受けた者にఏ出しなければなら
ない。
一　前年෼の所得について同年෼の所得੫が
՝͞れる場合における当該所得に係る次に
掲げる金 （ֹ当該金ֹが100ສԁを௒͑る場
合にあっては、当該金ֹ及びその基Ҽと
なった事実）
Π 総所得金 （ֹ所得੫法（昭和40年法律第
33号）第22条第２項に規定する総所得金
ֹをいう。）及びྛࢁ所得金 （ֹ同条第３
項に規定するྛࢁ所得金ֹをいう。）に係
る各छ所得の金 （ֹ同法第２条第１項第
22号に規定する各छ所得の金ֹをいう。
以下同じ。）

ϩ　各छ所得の金 （ֹୀ職所得の金 （ֹ所得
੫法第30条第２項に規定するୀ職所得の
金ֹをいう。）及びྛࢁ所得の金 （ֹ同法
第32条第３項に規定するྛࢁ所得の金ֹ
をいう。）をআく。）のうち、ે੫特ผાஔ
法（昭和32年法律第26号）の規定により、
所得੫法第22条の規定にかかわらͣ、他
の所得と۠෼して計算͞れる所得の金ֹ

二　前年中において贈与により取得した財࢈
について同年෼の贈与੫が՝͞れる場合に
おける当該財࢈に係る贈与੫の՝੫Ձ֨
（相ଓ੫法（昭和25年法律第73号）第21条の
２に規定する贈与੫の՝੫Ձ֨をいう。）

２　前項の所得等報告書のఏ出は、ೲ੫申告書
（国੫通則法（昭和37年法律第66号）第２条第
６号に規定するೲ੫申告書をいう。以下同
じ。）の写しをఏ出することにより行うことが
できる。この場合において、同項第１号Π又
はϩに掲げる金ֹが100ສԁを௒͑るときは、
その基Ҽとなった事実を当該ೲ੫申告書の写
しに付هしなければならない。
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３　各省各庁の長等又はその委任を受けた者
は、第１項の所得等報告書又は前項のೲ੫申
告書の写し（以下「所得等報告書等」という。）
のఏ出を受けたときは、当該所得等報告書等
の写しを国家公務員倫理審査会に送付しなけ
ればならない。

ʢใࠂॻͷอଘٴͼӾཡʣ
ୈ̕৚　前３条の規定によりఏ出͞れた贈与等
報告書、株取引等報告書及び所得等報告書等
は、これらを受理した各省各庁の長等又はそ
の委任を受けた者において、これらをఏ出す
べきظ間の຤೔のཌ೔からى算して５年をܦ
աする೔·で保存しなければならない。

２　Կ人も、各省各庁の長等又はその委任を受
けた者に対し、前項の規定により保存͞れて
いる贈与等報告書（贈与等により受けた利益
又は支෷を受けた報ुのՁֹが１݅につき２
ສԁを௒͑る部෼にݶる。）の閲覧を請ٻする
ことができる。ただし、次の各号のいͣれか
に該当するものとしてあらかじめ国家公務員
倫理審査会が認めた事項に係る部෼について
は、このݶりでない。
一　公にすることにより、国の安全が͞֐れ
るおそれ、他国若しくは国ࡍ機関との信པ
関係がଛなわれるおそれ又は他国若しくは
国ࡍ機関とのަব্不利益をඃるおそれが
あるもの

二　公にすることにより、൜ࡑの予๷、௟ѹ
又は૞査、公ૌのҡ持、ܐの執行その他の
公共の安全とடংのҡ持に支োを及΅すお
それがあるもの

ୈ�ষ　国家公務員倫理審査会

ʢઃஔʣ
ୈ10৚　人事院に、国家公務員倫理審査会（以
下「審査会」という。）をஔく。

ʢॴঠ事務ٴͼݶݖʣ
ୈ11৚　審査会の所ঠ事務及びݶݖは、第５条
第３項及び第４項、第９条第２項ただし書、
第39条第２項並びに第42条第３項に定めるも
ののほか、次のとおりとする。
一　国家公務員倫理規ఔの制定又はվഇに関
して、Ҋをそな͑て、内閣に意ݟを申し出
ること。

二　この法律又はこの法律に基づく命令（第
５条第３項の規定に基づく訓令及び同条第
４項の規定に基づく規則を含む。以下同
じ。）に違反した場合に係る௄ռ処෼の基४
の࡞੒及びมߋに関すること。

三　職員の職務に係る倫理の保持に関する事

項に係るௐ査研ڀ及びاըを行うこと。
四　職員の職務に係る倫理の保持のための研
修に関する総合తاը及びௐ整を行うこ
と。

五　国家公務員倫理規ఔの९कのための体制
整備に関し、各省各庁の長等に指導及び助
言を行うこと。

࿡　贈与等報告書、株取引等報告書及び所得
等報告書等の審査を行うこと。

ࣣ　この法律又はこの法律に基づく命令に違
反する行為に関し、任命ݖ者（国家公務員
法第55条第１項に規定する任命ݖ者及び法
律でผに定められた任命ݖ者並びにその委
任を受けた者をいう。以下同じ。）に対し、
ௐ査をٻめ、そのܦաにつき報告をٻめ及
び意ݟをड़べ、その行う௄ռ処෼につきঝ
認をし、並びにその௄ռ処෼の֓要の公ද
について意ݟをड़べること。

ീ　国家公務員法第17条の２の規定により委
任を受けたݶݖによりௐ査を行うこと。

۝　任命ݖ者に対し、職員の職務に係る倫理
の保持を図るため監督্必要なાஔをͣߨ
るようٻめること。

े　国家公務員法第84条の２の規定により委
任を受けたݶݖにより職員を௄ռखଓに付
し、及び௄ռ処෼の֓要の公දをすること。

े一　前各号に掲げるもののほか、法律又は
法律に基づく命令に基づき審査会に属͞せ
られた事務及びݶݖ　

ʢ৬ݖͷ࢖ߦʣ
ୈ1�৚　審査会の会長及び委員は、独立して
その職ݖを行う。

ʢ૊৫ʣ
ୈ13৚　審査会は、会長及び委員４人をもっ
て૊৫する。

２　会長及び委員は、ඇৗۈとすることができ
る。

３　会長は、会務を総理し、審査会を୅දする。
４　会長に事ނがあるときは、あらかじめその
指名する委員が、その職務を୅理する。

ʢ会௕ٴͼҕ員ͷ೚໋ʣ
ୈ1�৚ 会長及び次項に規定する委員以֎の
委員は、人֨がܿߴであり、職員の職務に係
る倫理の保持に関し公正な൑அをすることが
でき、法律又はࣾ会に関するֶࣝݧܦを有す
る者であって、かつ、職員（検察官をআく。）
としての前ྺを有する者についてはそのࡏ職
ٞ྆、間が20年を௒͑ないもののうちからظ
院の同意を得て、内閣が任命する。

２　委員のうち１人は、人事官のうちから、内
閣が任命する者をもって充てる。

３　会長又は前項に規定する委員以֎の委員の
任ظがຬྃし、又はܽ員をੜじた場合におい
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て、国会のด会又はऺٞ院のղࢄのために྆
ٞ院の同意を得ることができないときは、内
閣は、第１項の規定にかかわらͣ、同項に定
める֨ࢿを有する者のうちから、会長又は前
項に規定する委員以֎の委員を任命すること
ができる。

４　前項の場合においては、任命࠷ޙॳの国会
において྆ٞ院の事ޙのঝ認を得なければな
らない。この場合において、྆ٞ院の事ޙの
ঝ認を得られないときは、内閣は、直ちに、
その会長又は第２項に規定する委員以֎の委
員をඁ໔しなければならない。

ʢ会௕ٴͼҕ員ͷ೚ظʣ
ୈ1�৚　会長及び委員の任ظは、４年とする。
２　人事官としての࢒任ظ間が４年にຬたない
場合における前条第２項に規定する委員の任
ظ任࢒は、前項の規定にかかわらͣ、当該ظ
間とする。

３　補ܽの会長及び委員の任ظは、前任者の࢒
任ظ間とする。

４　会長及び委員は、࠶任͞れることができる。
５　会長及び委員の任ظがຬྃしたときは、当
該会長及び委員は、ޙ任者が任命͞れる·で
引きଓきその職務を行うものとする。

ʢ਎෼อোʣ
ୈ1�৚　会長又は委員（第14条第２項に規定す
る委員をআく。以下この条、次条、第18条第
２項及び第３項並びに第19条において同じ。）
は、次の各号のいͣれかに該当する場合をআ
いては、ࡏ任中、その意に反してඁ໔͞れる
ことがない。
一　ഁ࢈खଓ։࢝のܾ定を受けたとき。
二　ې᭛以্のܐに処せられたとき。
三　審査会により、৺਎のނোのため職務の
執行ができないと認められたとき、又は職
務্のٛ務違反その他会長若しくは委員た
るに適しないඇ行があると認められたと
き。

ʢඁ໔ʣ
ୈ1�৚　内閣は、会長又は委員が前条各号の
いͣれかに該当するときは、その会長又は委
員をඁ໔しなければならない。

ʢ෰務ʣ
ୈ18৚　会長及び委員は、職務্知ることの
できたൿີを࿙らしてはならない。その職を
ୀいたޙも同༷とする。

２　会長及び委員は、ࡏ任中、政ౘその他の政
治త団体の໾員となり、又はੵۃతに政治ӡ
ಈをしてはならない。

３　ৗۈの会長及びৗۈの委員は、ࡏ任中、Ӧ
利事業をӦみ、その他金મ্の利益を໨తと
する業務を行い、又は内閣のڐՄのある場合
をআくほか、報ुを得て他の職務にै事して

はならない。
ʢڅ༩ʣ
ୈ19৚　会長及び委員のڅ与は、ผに法律で
定める。

ʢ会ٞʣ
ୈ�0৚　審査会は、会長が招ूする。
２　審査会は、会長及び２人以্の委員の出੮
がなければ、会ٞを։き、ܾٞをすることが
できない。

３　審査会のٞ事は、出੮者のա൒਺でこれを
ܾし、Մ൱同਺のときは、会長のܾするとこ
Ζによる。

４　会長に事ނがある場合の第２項の規定の適
用については、第13条第４項に規定する委員
は、会長とみなす。

ʢ事務局ʣ
ୈ�1৚　審査会の事務を処理͞せるため、審
査会に事務ہをஔく。

２　事務ہに事務ہ長及び所要の職員をஔく。
３　事務ہ長は、会長の命を受けて、ہ務をঠ
理する。

４　審査会の事務にै事する者は、職務্知る
ことのできたൿີを࿙らしてはならない。そ
の職をୀいたޙも同༷とする。

ʢௐ査ͷ୺ॹʹ܎Δ೚໋ऀݖͷใࠂʣ
ୈ��৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為を行った
疑いがあるとࢥྉするときは、その旨を審査
会に報告しなければならない。

ʢ೚໋ऀݖʹΑΔௐ査ʣ
ୈ�3৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為を行った
疑いがあるとࢥྉして当該行為に関してௐ査
を行おうとするときは、審査会にその旨を通
知しなければならない。

２　審査会は、任命ݖ者に対し、前項のௐ査の
をड़べݟめ、又は意ٻաについて、報告をܦ
ることができる。

３　任命ݖ者は、第１項のௐ査をऴྃしたとき
は、஗଺なく、審査会に対し、当該ௐ査の結
果を報告しなければならない。

ʢ೚໋ऀݖʹର͢Δௐ査ͷཁٻ౳ʣ
ୈ��৚　審査会は、職員にこの法律又はこの
法律に基づく命令に違反する行為を行った疑
いがあるとࢥྉするときは、任命ݖ者に対し、
当該行為に関するௐ査を行うようٻめること
ができる。

２　前条第２項及び第３項の規定は、前項のௐ
査について४用する。

ʢڞಉௐ査ʣ
ୈ��৚　審査会は、第23条第２項（前条第２項
において४用する場合を含む。）の規定により
報告を受けた場合において必要があると認め
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て、国会のด会又はऺٞ院のղࢄのために྆
ٞ院の同意を得ることができないときは、内
閣は、第１項の規定にかかわらͣ、同項に定
める֨ࢿを有する者のうちから、会長又は前
項に規定する委員以֎の委員を任命すること
ができる。

４　前項の場合においては、任命࠷ޙॳの国会
において྆ٞ院の事ޙのঝ認を得なければな
らない。この場合において、྆ٞ院の事ޙの
ঝ認を得られないときは、内閣は、直ちに、
その会長又は第２項に規定する委員以֎の委
員をඁ໔しなければならない。

ʢ会௕ٴͼҕ員ͷ೚ظʣ
ୈ1�৚　会長及び委員の任ظは、４年とする。
２　人事官としての࢒任ظ間が４年にຬたない
場合における前条第２項に規定する委員の任
ظ任࢒は、前項の規定にかかわらͣ、当該ظ
間とする。

３　補ܽの会長及び委員の任ظは、前任者の࢒
任ظ間とする。

４　会長及び委員は、࠶任͞れることができる。
５　会長及び委員の任ظがຬྃしたときは、当
該会長及び委員は、ޙ任者が任命͞れる·で
引きଓきその職務を行うものとする。

ʢ਎෼อোʣ
ୈ1�৚　会長又は委員（第14条第２項に規定す
る委員をআく。以下この条、次条、第18条第
２項及び第３項並びに第19条において同じ。）
は、次の各号のいͣれかに該当する場合をআ
いては、ࡏ任中、その意に反してඁ໔͞れる
ことがない。
一　ഁ࢈खଓ։࢝のܾ定を受けたとき。
二　ې᭛以্のܐに処せられたとき。
三　審査会により、৺਎のނোのため職務の
執行ができないと認められたとき、又は職
務্のٛ務違反その他会長若しくは委員た
るに適しないඇ行があると認められたと
き。

ʢඁ໔ʣ
ୈ1�৚　内閣は、会長又は委員が前条各号の
いͣれかに該当するときは、その会長又は委
員をඁ໔しなければならない。

ʢ෰務ʣ
ୈ18৚　会長及び委員は、職務্知ることの
できたൿີを࿙らしてはならない。その職を
ୀいたޙも同༷とする。

２　会長及び委員は、ࡏ任中、政ౘその他の政
治త団体の໾員となり、又はੵۃతに政治ӡ
ಈをしてはならない。

３　ৗۈの会長及びৗۈの委員は、ࡏ任中、Ӧ
利事業をӦみ、その他金મ্の利益を໨తと
する業務を行い、又は内閣のڐՄのある場合
をআくほか、報ुを得て他の職務にै事して

はならない。
ʢڅ༩ʣ
ୈ19৚　会長及び委員のڅ与は、ผに法律で
定める。

ʢ会ٞʣ
ୈ�0৚　審査会は、会長が招ूする。
２　審査会は、会長及び２人以্の委員の出੮
がなければ、会ٞを։き、ܾٞをすることが
できない。

３　審査会のٞ事は、出੮者のա൒਺でこれを
ܾし、Մ൱同਺のときは、会長のܾするとこ
Ζによる。

４　会長に事ނがある場合の第２項の規定の適
用については、第13条第４項に規定する委員
は、会長とみなす。

ʢ事務局ʣ
ୈ�1৚　審査会の事務を処理͞せるため、審
査会に事務ہをஔく。

２　事務ہに事務ہ長及び所要の職員をஔく。
３　事務ہ長は、会長の命を受けて、ہ務をঠ
理する。

４　審査会の事務にै事する者は、職務্知る
ことのできたൿີを࿙らしてはならない。そ
の職をୀいたޙも同༷とする。

ʢௐ査ͷ୺ॹʹ܎Δ೚໋ऀݖͷใࠂʣ
ୈ��৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為を行った
疑いがあるとࢥྉするときは、その旨を審査
会に報告しなければならない。

ʢ೚໋ऀݖʹΑΔௐ査ʣ
ୈ�3৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為を行った
疑いがあるとࢥྉして当該行為に関してௐ査
を行おうとするときは、審査会にその旨を通
知しなければならない。

２　審査会は、任命ݖ者に対し、前項のௐ査の
をड़べݟめ、又は意ٻաについて、報告をܦ
ることができる。

３　任命ݖ者は、第１項のௐ査をऴྃしたとき
は、஗଺なく、審査会に対し、当該ௐ査の結
果を報告しなければならない。

ʢ೚໋ऀݖʹର͢Δௐ査ͷཁٻ౳ʣ
ୈ��৚　審査会は、職員にこの法律又はこの
法律に基づく命令に違反する行為を行った疑
いがあるとࢥྉするときは、任命ݖ者に対し、
当該行為に関するௐ査を行うようٻめること
ができる。

２　前条第２項及び第３項の規定は、前項のௐ
査について४用する。

ʢڞಉௐ査ʣ
ୈ��৚　審査会は、第23条第２項（前条第２項
において४用する場合を含む。）の規定により
報告を受けた場合において必要があると認め

��

るときは、この法律又はこの法律に基づく命
令に違反する行為に関し、当該任命ݖ者と共
同してௐ査を行うことができる。この場合に
おいては、審査会は、当該任命ݖ者に対し、
共同してௐ査を行う旨を通知しなければなら
ない。

ʢ೚໋ऀݖʹΑΔ௄ռʣ
ୈ��৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為があるこ
とを理由として௄ռ処෼を行おうとするとき
は、あらかじめ、審査会のঝ認を得なければ
ならない。

ʢ೚໋ऀݖʹΑΔ௄ռॲ෼ͷ֓ཁͷ公දʣ
ୈ��৚　任命ݖ者は、職員にこの法律又はこ
の法律に基づく命令に違反する行為があるこ
とを理由として௄ռ処෼を行った場合におい
て、職員の職務に係る倫理の保持を図るため
特に必要があると認めるときは、当該௄ռ処
෼の֓要の公ද（第７条第１項の株取引等報
告書中の当該௄ռ処෼に係る株取引等につい
ての部෼の公දを含む。以下同じ。）をするこ
とができる。

２　審査会は、任命ݖ者が前項の௄ռ処෼を
行った場合において、特に必要があると認め
るときは、当該任命ݖ者に対し、当該௄ռ処
෼の֓要の公දについて意ݟをड़べることが
できる。

ʢ審査会ʹΑΔௐ査ʣ
ୈ�8৚　審査会は、第22条の報告又はその他
の方法により職員にこの法律又はこの法律に
基づく命令に違反する行為を行った疑いがあ
るとࢥྉする場合であって、職員の職務に係
る倫理の保持に関し特に必要があると認める
ときは、当該行為に関するௐ査の։࢝をܾ定
することができる。この場合においては、審
査会は、あらかじめ、当該ௐ査の対৅となる
職員の任命ݖ者の意ݟをௌかなければならな
い。

２　審査会は、前項のܾ定をしたときは、同項
の任命ݖ者にその旨を通知しなければならな
い。

３　任命ݖ者は、前項の通知を受けたときは、
審査会が行うௐ査にྗڠしなければならな
い。

４　任命ݖ者は、第２項の通知を受けた場合に
おいて、第１項のௐ査の対৅となっている職
員に対する௄ռ処෼又はୀ職に係る処෼を行
おうとするときは、あらかじめ、審査会にڠ
ٞしなければならない。ただし、次条第１項
の規定により௄ռ処෼のק告を受けたとき又
は第31条の規定により通知を受けたときは、
このݶりでない。

ʢ௄ռॲ෼ͷࠂקʣ

ୈ�9৚　審査会は、前条のௐ査の結果、任命
者において௄ռ処෼を行うことが適当であݖ
るとࢥྉするときは、任命ݖ者に対し、௄ռ
処෼を行うべき旨のק告をすることができ
る。

２　任命ݖ者は、前項のק告に係るાஔについ
て、審査会に対し、報告しなければならない。

ʢ審査会ʹΑΔ௄ռʣ
ୈ30৚　審査会は、第28条のௐ査をܦて、必
要があると認めるときは、当該ௐ査の対৅と
なっている職員を௄ռखଓに付することがで
きる。

ʢௐ査ऴྃٴͼ௄ռॲ෼ͷ௨஌ʣ
ୈ31৚　審査会は、第28条のௐ査をऴྃした
とき又は前条の規定により௄ռ処෼を行った
ときは、その旨及びその内༰を任命ݖ者に通
知するものとする。　

ʢ審査会ʹΑΔ௄ռॲ෼ͷ֓ཁͷ公දʣ
ୈ3�৚　審査会は、第30条の規定により௄ռ
処෼を行った場合において、職員の職務に係
る倫理の保持を図るため特に必要があると認
めるときは、当該௄ռ処෼の֓要の公දをす
ることができる。

ʢܐ事ࡋ൑ͱͷ関܎ͷಛྫʣ
ୈ33৚　この法律又はこの法律に基づく命令
に違反する行為に係る௄ռखଓに関する国家
公務員法第85条の規定の適用については、同
条中「人事院」とあるのは、「国家公務員倫理
審査会」とする。　

ʢൿີΛकΔٛ務ͷಛྫʣ
ୈ3�৚　審査会が行うௐ査に関する国家公務
員法第100条第４項の規定の適用については、
同項中「人事院」とあるのは「国家公務員倫理
審査会」と、「ௐ査又は審理」とあるのは「ௐ査」
とする。

ʢ関ߦ܎੓ػ関ʹର͢Δྗڠཁٻʣ
ୈ3�৚　審査会は、その所ঠ事務を਱行する
ため必要があると認めるときは、関係行政機
関の長に対し、ࢿྉ又は৘報のఏڙその他必
要なྗڠをٻめることができる。

ʢਓ事Ӄنଇ੍ఆͷཁٻʣ
ୈ3�৚　審査会は、その所ঠする事務につい
て、人事院に対し、Ҋをそな͑て、人事院規
則の制定をٻめることができる。

ʢਓ事Ӄͷใࠂௌऔ౳ʣ
ୈ3�৚　人事院は、人事行政の公正の確保の
ため必要があると認めるときは、審査会に報
告をٻめ、又はこれに対し意ݟをड़べること
ができる。

ʢਓ事Ӄنଇ΁ͷҕ೚ʣ
ୈ38৚　このষに定めるもののほか、審査会
に関し必要な事項は、人事院規則で定める。
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ୈ�ষ　倫理؂ಜ׭

ୈ39৚　職員の職務に係る倫理の保持を図る
ため、法律の規定に基づき内閣にஔかれる各
機関、内閣の౷׋の下に行政事務をつか͞ど
る機関としてஔかれる各機関及び内閣の所׋
の下にஔかれる機関並びに会計検査院並びに
各行政執行法人（以下「行政機関等」という。）
に、それぞれ倫理監督官１人をஔく。

２　倫理監督官は、その属する行政機関等の職
員に対しその職務に係る倫理の保持に関し必
要な指導及び助言を行うとともに、審査会の
指ࣔにैい、当該行政機関等の職員の職務に
係る倫理の保持のための体制の整備を行う。

ୈ�ষ　ࡶଇ

ୈ�0৚　࡟আ
ʢߦ੓ࣥߦ๏ਓͷ৬員ʹ関͢Δಛྫʣ
ୈ�1৚　第４ষの規定は、行政執行法人の職
員（؅理又は監督の地Ґにある者のうち人事
院規則で定める官職にあるものをআく。）に
は、適用しない。

２　第４ষの規定の適用を受ける行政執行法人
の࿑ಇ関係に関する法律（昭和23年法律第257
号）第２条第２号の職員に対する同法第37条
第１項第１号の規定の適用については、同
号中「第３条第２項から第４項·で、第３条
の２」とあるのは「第３条第２項から第４項·
で（職務に係る倫理の保持に関する事務をআ
く。）」と、「第17条、第17条の２」とあるのは
「第17条（職員の職務に係る倫理の保持に関し
て行われるものをআく。）」と、「第84条第２項、
第84条の２」とあるのは「第84条第２項（国家
公務員倫理法（ฏ੒11年法律第129号）又はこ
れに基づく命令（同法第５条第３項の規定に
基づく訓令及び同条第４項の規定に基づく規
則を含む。）に違反する行為に関して行われる
ものをআく。）」と、「第100条第４項」とあるの
は「第100条第４項（第17条の２の規定により
の委任を受けた国家公務員倫理審査会がݶݖ
行うௐ査に係るものをআく。）」とする。

ʢಛघ๏ਓ౳ͷͣߨΔࡦࢪ౳ʣ
ୈ��৚　法律により直接にઃ立͞れた法人又
は特ผの法律により特ผのઃ立行為をもって
ઃ立͞れた法人（総務省ઃஔ法（ฏ੒11年法律
第91号）第４条第１項第８号の規定の適用を
受けない法人をআく。）、独立行政法人通則法
第２条第１項に規定する独立行政法人であっ
て行政執行法人以֎のものその他これらに४
ͣるものとして政令で定める法人のうち、そ

のઃ立のࠜڌとなる法律又は法人֨を付与す
る法律において、໾員、職員その他の当該法
人の業務にै事する者を法令により公務にै
事する者とみなすことと͞れ、かつ、政෎の
出ࢿを受けているもの（以下「特घ法人等」と
いう。）は、この法律の規定に基づく国及び行
政執行法人の施策に४じて、特घ法人等の職
員の職務に係る倫理の保持のために必要な施
策をͣߨるようにしなければならない。

２　各省各庁の長は、その所؅する特घ法人等
に対し、前項の規定により特घ法人等がͣߨ
る施策について、必要な監督を行うことがで
きる。

３　審査会は、各省各庁の長に対し、第１項の
規定により特घ法人等がͣߨる施策につい
て、報告をٻめ、又は監督্必要なાஔをߨ
ͣるようٻめることができる。

ʢ஍ํ公ஂڞମ౳ͷͣߨΔࡦࢪʣ
ୈ�3৚　地方公共団体及び地方独立行政法人
法（ฏ੒15年法律第118号）第２条第２項に規
定する特定地方独立行政法人は、この法律の
規定に基づく国及び行政執行法人の施策に४
じて、地方公務員の職務に係る倫理の保持の
ために必要な施策をͣߨるよう努めなければ
ならない。

ʢ͜ͷ๏཯ͷॴঠʣ
ୈ��৚　この法律に基づく職員の職務に係る
倫理の保持に関する内閣総理大臣の所ঠする
事務は、第４条、第５条第６項、第14条、第
17条及び第18条第３項に定める事務に関する
もののほか、国家公務員倫理規ఔ並びに第42
条第１項及び次条の政令に関するものにݶら
れるものとする。

２　前項に定めるもの及びこの法律中他の機関
が行うことと͞れるもののほか、この法律に
基づく職員の職務に係る倫理の保持に関する
事務は、審査会の所ঠに属するものとする。

ʢ੓ྩ΁ͷҕ೚ʣ
ୈ��৚　この法律に定めるもののほか、この
法律（第４ষをআく。）の実施に関し必要な事
項は、審査会の意ݟをௌいて、政令で定める。

ʢേଇʣ
ୈ��৚ 第18条第１項又は第21条第４項の規
定に違反してൿີを࿙らした者は、２年以下
の௄໾又は100ສԁ以下のേ金に処する。

ෟ　ଇ  ʢঞʣ
ʢظߦࢪ೔ʣ
ୈ１৚　この法律は、ฏ੒12年４݄１೔から施
行する。
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ୈ�ষ　倫理؂ಜ׭

ୈ39৚　職員の職務に係る倫理の保持を図る
ため、法律の規定に基づき内閣にஔかれる各
機関、内閣の౷׋の下に行政事務をつか͞ど
る機関としてஔかれる各機関及び内閣の所׋
の下にஔかれる機関並びに会計検査院並びに
各行政執行法人（以下「行政機関等」という。）
に、それぞれ倫理監督官１人をஔく。

２　倫理監督官は、その属する行政機関等の職
員に対しその職務に係る倫理の保持に関し必
要な指導及び助言を行うとともに、審査会の
指ࣔにैい、当該行政機関等の職員の職務に
係る倫理の保持のための体制の整備を行う。

ୈ�ষ　ࡶଇ

ୈ�0৚　࡟আ
ʢߦ੓ࣥߦ๏ਓͷ৬員ʹ関͢Δಛྫʣ
ୈ�1৚　第４ষの規定は、行政執行法人の職
員（؅理又は監督の地Ґにある者のうち人事
院規則で定める官職にあるものをআく。）に
は、適用しない。

２　第４ষの規定の適用を受ける行政執行法人
の࿑ಇ関係に関する法律（昭和23年法律第257
号）第２条第２号の職員に対する同法第37条
第１項第１号の規定の適用については、同
号中「第３条第２項から第４項·で、第３条
の２」とあるのは「第３条第２項から第４項·
で（職務に係る倫理の保持に関する事務をআ
く。）」と、「第17条、第17条の２」とあるのは
「第17条（職員の職務に係る倫理の保持に関し
て行われるものをআく。）」と、「第84条第２項、
第84条の２」とあるのは「第84条第２項（国家
公務員倫理法（ฏ੒11年法律第129号）又はこ
れに基づく命令（同法第５条第３項の規定に
基づく訓令及び同条第４項の規定に基づく規
則を含む。）に違反する行為に関して行われる
ものをআく。）」と、「第100条第４項」とあるの
は「第100条第４項（第17条の２の規定により
の委任を受けた国家公務員倫理審査会がݶݖ
行うௐ査に係るものをআく。）」とする。

ʢಛघ๏ਓ౳ͷͣߨΔࡦࢪ౳ʣ
ୈ��৚　法律により直接にઃ立͞れた法人又
は特ผの法律により特ผのઃ立行為をもって
ઃ立͞れた法人（総務省ઃஔ法（ฏ੒11年法律
第91号）第４条第１項第８号の規定の適用を
受けない法人をআく。）、独立行政法人通則法
第２条第１項に規定する独立行政法人であっ
て行政執行法人以֎のものその他これらに४
ͣるものとして政令で定める法人のうち、そ

のઃ立のࠜڌとなる法律又は法人֨を付与す
る法律において、໾員、職員その他の当該法
人の業務にै事する者を法令により公務にै
事する者とみなすことと͞れ、かつ、政෎の
出ࢿを受けているもの（以下「特घ法人等」と
いう。）は、この法律の規定に基づく国及び行
政執行法人の施策に४じて、特घ法人等の職
員の職務に係る倫理の保持のために必要な施
策をͣߨるようにしなければならない。

２　各省各庁の長は、その所؅する特घ法人等
に対し、前項の規定により特घ法人等がͣߨ
る施策について、必要な監督を行うことがで
きる。

３　審査会は、各省各庁の長に対し、第１項の
規定により特घ法人等がͣߨる施策につい
て、報告をٻめ、又は監督্必要なાஔをߨ
ͣるようٻめることができる。

ʢ஍ํ公ஂڞମ౳ͷͣߨΔࡦࢪʣ
ୈ�3৚　地方公共団体及び地方独立行政法人
法（ฏ੒15年法律第118号）第２条第２項に規
定する特定地方独立行政法人は、この法律の
規定に基づく国及び行政執行法人の施策に४
じて、地方公務員の職務に係る倫理の保持の
ために必要な施策をͣߨるよう努めなければ
ならない。

ʢ͜ͷ๏཯ͷॴঠʣ
ୈ��৚　この法律に基づく職員の職務に係る
倫理の保持に関する内閣総理大臣の所ঠする
事務は、第４条、第５条第６項、第14条、第
17条及び第18条第３項に定める事務に関する
もののほか、国家公務員倫理規ఔ並びに第42
条第１項及び次条の政令に関するものにݶら
れるものとする。

２　前項に定めるもの及びこの法律中他の機関
が行うことと͞れるもののほか、この法律に
基づく職員の職務に係る倫理の保持に関する
事務は、審査会の所ঠに属するものとする。

ʢ੓ྩ΁ͷҕ೚ʣ
ୈ��৚　この法律に定めるもののほか、この
法律（第４ষをআく。）の実施に関し必要な事
項は、審査会の意ݟをௌいて、政令で定める。

ʢേଇʣ
ୈ��৚ 第18条第１項又は第21条第４項の規
定に違反してൿີを࿙らした者は、２年以下
の௄໾又は100ສԁ以下のേ金に処する。

ෟ　ଇ  ʢঞʣ
ʢظߦࢪ೔ʣ
ୈ１৚　この法律は、ฏ੒12年４݄１೔から施
行する。
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国家公務員倫理نఔ
ʢฏ੒1�೥3݄�8೔੓ྩୈ101߸ʣ

ʢ倫理ߦಈن४ʣ
ୈ１৚　職員（国家公務員倫理法（以下「法」とい
う。）第２条第１項に規定する職員をいう。以
下同じ。）は、国家公務員としてのތりを持ち、
かつ、その࢖命を自֮し、第１号から第３号
·でに掲げる法第３条の倫理ݪ則とともに第
４号及び第５号に掲げる事項をその職務に係
る倫理の保持を図るために९कすべき規४と
して、行ಈしなければならない。
一　職員は、国民全体のไ࢓者であり、国民
の一部に対してのみのไ࢓者ではないこと
を自֮し、職務্知り得た৘報について国
民の一部に対してのみ有利な取扱いをする
等国民に対し不当なࠩผత取扱いをしては
ならͣ、ৗに公正な職務の執行に当たらな
ければならないこと。

二　職員は、ৗに公ࢲのผを໌らかにし、い
やしくもその職務や地Ґを自らや自らの属
する૊৫のためのࢲత利益のために用いて
はならないこと。

三　職員は、法律により与͑られたݶݖの行
の対৅と࢖の行ݶݖに当たっては、当該࢖
なる者からの贈与等を受けること等の国民
の疑惑や不信を招くような行為をしてはな
らないこと。

四　職員は、職務の਱行に当たっては、公共
の利益の૿ਐを໨指し、全ྗをڍげてこれ
に取り૊·なければならないこと。

五　職員は、ۈ務࣌間֎においても、自らの
行ಈが公務の信用にӨڹを与͑ることをৗ
に認ࣝして行ಈしなければならないこと。

ʢར֐関ऀ܎ʣ
ୈ２৚　この政令において、「利֐関係者」とは、
職員が職務としてܞわる次の各号に掲げる事
務の۠෼に応じ、当該各号に定める者をいう。
ただし、職員の職務との利֐関係がજࡏత
なものにとど·る者又は職員の裁ྔの༨地
がগない職務に関する者として各省各庁の
長（法第５条第３項に規定する各省各庁の長
をいう。以下同じ。）が訓令（同項に規定する
訓令をいう。以下同じ。）で又は独立行政法
人通則法（ฏ੒11年法律第103号）第２条第４
項に規定する行政執行法人（以下「行政執行
法人」という。）の長が規則（法第５条第４項に
規定する規則をいう。以下同じ。）で定める

者及び֎国政෎若しくは国ࡍ機関又はこれら
に४ͣるものにۈ務する者（当該֎国政෎若
しくは国ࡍ機関又はこれらに४ͣるものの利
益のためにする行為を行う場合における当該
。る。）をআくݶ務する者にۈ
一　ڐ認Մ等（行政खଓ法（ฏ੒５年法律第
88号）第２条第３号に規定するڐ認Մ等を
いう。）をする事務　当該ڐ認Մ等を受けて
事業を行っている事業者等（法第２条第５
項に規定する事業者等及び同条第６項の規
定により事業者等とみな͞れる者をいう。
以下同じ。）、当該ڐ認Մ等の申請をしてい
る事業者等又はݸ人（同条第６項の規定に
より事業者等とみな͞れる者をআく。以下
「特定ݸ人」という。）及び当該ڐ認Մ等の申
請をしようとしていることが໌らかである
事業者等又は特定ݸ人

三　立ೖ検査、監査又は監察（法令の規定に
基づき行われるものにݶる。以下この号に
おいて「検査等」という。）をする事務　当該
検査等を受ける事業者等又は特定ݸ人

四　不利益処෼（行政खଓ法第２条第４号に
規定する不利益処෼をいう。）をする事務　
当該不利益処෼をしようとする場合におけ
る当該不利益処෼の名Ѽ人となるべき事業
者等又は特定ݸ人

五　行政指導（行政खଓ法第２条第６号に規
定する行政指導をいう。）をする事務　当該
行政指導によりݱに一定の࡞為又は不࡞為
をٻめられている事業者等又は特定ݸ人

࿡　内閣෎、σδλϧ庁又は各省が所ঠする
事務のうち事業のൃୡ、վળ及びௐ整に関
する事務（前各号に掲げる事務をআく。）
　当該事業を行っている事業者等

ࣣ　国の支出のݪҼとなる契約に関する事務
若しくは会計法（昭和22年法律第35号）第29
条に規定する契約に関する事務又はこれら
の契約に相当する行政執行法人の業務に係
る契約に関する事務　これらの契約をక結
している事業者等、これらの契約の申ࠐみ

二　補助金等（補助金等に係る予算の執行の
適正化に関する法律（昭和 30 年法律第 179
号）第２条第１項に規定する補助金等をい
う。以下同じ。）をަ付する事務　当該補助
金等（当該補助金等を直接にその財源の全
部又は一部とする同条第４項第１号に掲
げる間接補助金等を含む。）のަ付を受け
て当該ަ付の対৅となる事務又は事業を
行っている事業者等又は特定ݸ人、当該補
助金等のަ付の申請をしている事業者等
又は特定ݸ人及び当該補助金等のަ付の
申請をしようとしていることが໌らかで
ある事業者等又は特定ݸ人
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をしている事業者等及びこれらの契約の申
みをしようとしていることが໌らかであࠐ
る事業者等

ീ　財政法（昭和22年法律第34号）第18条第１
項の規定による必要なௐ整に関する事務　
当該ௐ整を受ける国の機関

۝　一ൠ職の職員のڅ与に関する法律（昭和
25年法律第95号）第８条第１項の規定によ
る職務のڃの定਺のઃ定若しくはվ定に関
する事務若しくは当該ઃ定若しくはվ定に
係る同項に規定する意ݟをड़べることに関
する事務又は同条第２項の規定による職務
のڃの定਺のઃ定若しくはվ定に関する事
務　これらのઃ定又はվ定を受ける国の機
関

े　内閣法（昭和22年法律第５号）第12条第２
項第14号の規定による定員のઃஔ、૿ݮ及
びഇࢭに関する審査に関する事務　当該審
査を受ける国の機関

２　職員にҟಈがあった場合において、当該ҟ
ಈ前の官職に係る当該職員の利֐関係者で
あった者が、ҟಈޙ引きଓき当該官職に係る
他の職員の利֐関係者であるときは、当該利
ى関係者であった者は、当該ҟಈの೔から֐
算して３年間（当該ظ間内に、当該利֐関係
者であった者が当該官職に係る他の職員の利
関係者でなくなったときは、その೔·での֐
間）は、当該ҟಈがあった職員の利֐関係者
であるものとみなす。

３　他の職員の利֐関係者が、職員をしてその
官職に基づくӨྗڹを当該他の職員に行͞࢖
せることにより自ݾの利益を図るためその職
員と接৮していることが໌らかな場合におい
ては、当該他の職員の利֐関係者は、その職
員の利֐関係者でもあるものとみなす。

ʢߦࢭېҝʣ
ୈ３৚　職員は、次に掲げる行為を行ってはな
らない。
一　利֐関係者から金મ、෺඼又は不ಈ࢈の
贈与（せんผ、ॕّ、߳య又はڙՖその他
これらにྨするものとして͞れるものを含
む。）を受けること。

二　利֐関係者から金મのି付け（業として
行われる金મのି付けにあっては、ແ利ࢠ
のもの又は利ࢠの利཰がஶしく௿いものに
。る。）を受けることݶ

三　利֐関係者から又は利֐関係者のෛ୲に
より、ແঈで෺඼又は不ಈ࢈のି付けを受
けること。

四　利֐関係者から又は利֐関係者のෛ୲に
より、ແঈで໾務のఏڙを受けること。

五　利֐関係者からະ公։株 （ࣜ金༥঎඼取
　引法（昭和23年法律第25号）第２条第16項に

規定する金༥঎඼取引所に্場͞れておら
ͣ、かつ、同法第67条の11第１項のళ಄ച
ങ有Ձূ݊ొ࿥ݪ฽にొ࿥͞れていない株
ࣜをいう。）をৡり受けること。

࿡　利֐関係者からڙ応接଴を受けること。
ࣣ　利֐関係者と共に༡ٕ又はΰϧϑをする
こと。

ീ　利֐関係者と共にཱྀ行（公務のためのཱྀ
行をআく。）をすること。

۝　利֐関係者をして、第三者に対し前各号
に掲げる行為を͞せること。

２　前項の規定にかかわらͣ、職員は、次に掲
げる行為を行うことができる。
一　利֐関係者からએ఻用෺඼又はه೦඼で
あって޿く一ൠに配෍するためのものの贈
与を受けること。

二　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔ（ҿ
৯෺がఏ͞ڙれる会合であって立৯ࣜܗで
行われるものをいう。以下同じ。）におい
て、利֐関係者からه೦඼の贈与を受ける
こと。

三　職務として利֐関係者を๚໰したࡍに、
当該利֐関係者からఏ͞ڙれる෺඼を࢖用
すること。

四　職務として利֐関係者を๚໰したࡍに、
当該利֐関係者からఏ͞ڙれる自ಈ （ं当
該利֐関係者がその業務等において೔ৗత
に利用しているものにݶる。）を利用するこ
と（当該利֐関係者の事務所等のपғのަ
通事৘その他の事৘から当該自ಈंの利用
が相当と認められる場合にݶる。）。

五　職務として出੮した会ٞその他の会合に
おいて、利֐関係者から஡՛のఏڙを受け
ること。

࿡　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔにお
いて、利֐関係者からҿ৯෺のఏڙを受け
ること。

ࣣ　職務として出੮した会ٞにおいて、利֐
関係者から؆ૉなҿ৯෺のఏڙを受けるこ
と。

３　第１項の規定の適用については、職員（同項
第９号に掲げる行為にあっては、同号の第三
者。以下この項において同じ。）が、利֐関係
者から、෺඼若しくは不ಈ࢈をߪೖした場合、
෺඼若しくは不ಈ࢈のି付けを受けた場合又
は໾務のఏڙを受けた場合において、それら
の対Ձがそれらの行為が行われた࣌における
࣌Ձよりもஶしく௿いときは、当該職員は、
当該利֐関係者から、当該対Ձと当該࣌Ձと
のֹࠩに相当するֹの金મの贈与を受けたも
のとみなす。

ʢߦࢭېҝͷྫ֎ʣ
ୈ̐৚　職員は、ࢲతな関係（職員としての਎
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をしている事業者等及びこれらの契約の申
みをしようとしていることが໌らかであࠐ
る事業者等

ീ　財政法（昭和22年法律第34号）第18条第１
項の規定による必要なௐ整に関する事務　
当該ௐ整を受ける国の機関

۝　一ൠ職の職員のڅ与に関する法律（昭和
25年法律第95号）第８条第１項の規定によ
る職務のڃの定਺のઃ定若しくはվ定に関
する事務若しくは当該ઃ定若しくはվ定に
係る同項に規定する意ݟをड़べることに関
する事務又は同条第２項の規定による職務
のڃの定਺のઃ定若しくはվ定に関する事
務　これらのઃ定又はվ定を受ける国の機
関

े　内閣法（昭和22年法律第５号）第12条第２
項第14号の規定による定員のઃஔ、૿ݮ及
びഇࢭに関する審査に関する事務　当該審
査を受ける国の機関

２　職員にҟಈがあった場合において、当該ҟ
ಈ前の官職に係る当該職員の利֐関係者で
あった者が、ҟಈޙ引きଓき当該官職に係る
他の職員の利֐関係者であるときは、当該利
ى関係者であった者は、当該ҟಈの೔から֐
算して３年間（当該ظ間内に、当該利֐関係
者であった者が当該官職に係る他の職員の利
関係者でなくなったときは、その೔·での֐
間）は、当該ҟಈがあった職員の利֐関係者
であるものとみなす。

３　他の職員の利֐関係者が、職員をしてその
官職に基づくӨྗڹを当該他の職員に行͞࢖
せることにより自ݾの利益を図るためその職
員と接৮していることが໌らかな場合におい
ては、当該他の職員の利֐関係者は、その職
員の利֐関係者でもあるものとみなす。

ʢߦࢭېҝʣ
ୈ３৚　職員は、次に掲げる行為を行ってはな
らない。
一　利֐関係者から金મ、෺඼又は不ಈ࢈の
贈与（せんผ、ॕّ、߳య又はڙՖその他
これらにྨするものとして͞れるものを含
む。）を受けること。

二　利֐関係者から金મのି付け（業として
行われる金મのି付けにあっては、ແ利ࢠ
のもの又は利ࢠの利཰がஶしく௿いものに
。る。）を受けることݶ

三　利֐関係者から又は利֐関係者のෛ୲に
より、ແঈで෺඼又は不ಈ࢈のି付けを受
けること。

四　利֐関係者から又は利֐関係者のෛ୲に
より、ແঈで໾務のఏڙを受けること。

五　利֐関係者からະ公։株 （ࣜ金༥঎඼取
　引法（昭和23年法律第25号）第２条第16項に

規定する金༥঎඼取引所に্場͞れておら
ͣ、かつ、同法第67条の11第１項のళ಄ച
ങ有Ձূ݊ొ࿥ݪ฽にొ࿥͞れていない株
ࣜをいう。）をৡり受けること。

࿡　利֐関係者からڙ応接଴を受けること。
ࣣ　利֐関係者と共に༡ٕ又はΰϧϑをする
こと。

ീ　利֐関係者と共にཱྀ行（公務のためのཱྀ
行をআく。）をすること。

۝　利֐関係者をして、第三者に対し前各号
に掲げる行為を͞せること。

２　前項の規定にかかわらͣ、職員は、次に掲
げる行為を行うことができる。
一　利֐関係者からએ఻用෺඼又はه೦඼で
あって޿く一ൠに配෍するためのものの贈
与を受けること。

二　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔ（ҿ
৯෺がఏ͞ڙれる会合であって立৯ࣜܗで
行われるものをいう。以下同じ。）におい
て、利֐関係者からه೦඼の贈与を受ける
こと。

三　職務として利֐関係者を๚໰したࡍに、
当該利֐関係者からఏ͞ڙれる෺඼を࢖用
すること。

四　職務として利֐関係者を๚໰したࡍに、
当該利֐関係者からఏ͞ڙれる自ಈ （ं当
該利֐関係者がその業務等において೔ৗత
に利用しているものにݶる。）を利用するこ
と（当該利֐関係者の事務所等のपғのަ
通事৘その他の事৘から当該自ಈंの利用
が相当と認められる場合にݶる。）。

五　職務として出੮した会ٞその他の会合に
おいて、利֐関係者から஡՛のఏڙを受け
ること。

࿡　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔにお
いて、利֐関係者からҿ৯෺のఏڙを受け
ること。

ࣣ　職務として出੮した会ٞにおいて、利֐
関係者から؆ૉなҿ৯෺のఏڙを受けるこ
と。

３　第１項の規定の適用については、職員（同項
第９号に掲げる行為にあっては、同号の第三
者。以下この項において同じ。）が、利֐関係
者から、෺඼若しくは不ಈ࢈をߪೖした場合、
෺඼若しくは不ಈ࢈のି付けを受けた場合又
は໾務のఏڙを受けた場合において、それら
の対Ձがそれらの行為が行われた࣌における
࣌Ձよりもஶしく௿いときは、当該職員は、
当該利֐関係者から、当該対Ձと当該࣌Ձと
のֹࠩに相当するֹの金મの贈与を受けたも
のとみなす。

ʢߦࢭېҝͷྫ֎ʣ
ୈ̐৚　職員は、ࢲతな関係（職員としての਎
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෼にかかわらない関係をいう。以下同じ。）が
ある者であって、利֐関係者に該当するもの
との間においては、職務্の利֐関係のঢ়گ、
並びにそのگのঢ়ࡏݱҢ及びܦతな関係のࢲ
行おうとする行為のଶ༷等にかんがみ、公正
な職務の執行に対する国民の疑惑や不信を招
くおそれがないと認められる場合にݶり、前
条第１項の規定にかかわらͣ、同項各号（第
９号をআく。）に掲げる行為を行うことができ
る。

２　職員は、前項の公正な職務の執行に対する
国民の疑惑や不信を招くおそれがないかどう
かを൑அすることができない場合において
は、倫理監督官（法第39条第１項の倫理監督
官をいう。以下同じ。）に相談し、その指ࣔに
ैうものとする。

３　第１項の「職員としての਎෼」には、職員が、
任命ݖ者の要請に応じ特ผ職国家公務員等
（国家公務員法（昭和22年法律第120号）第82条
第２項に規定する特ผ職国家公務員等をい
う。以下同じ。）となるためୀ職し、引きଓき
特ผ職国家公務員等としてࡏ職したޙ、引
きଓいて当該ୀ職を前ఏとして職員として࠾
用͞れた場合（一の特ผ職国家公務員等とし
てࡏ職したޙ、引きଓき一以্の特ผ職国家
公務員等としてࡏ職し、引きଓいて当該ୀ職
を前ఏとして職員として࠾用͞れた場合を含
む。）における特ผ職国家公務員等としての਎
෼を含むものとする。

ʢར֐関ऀ܎Ҏ֎ͷऀ౳ͱͷؒʹ͓͚Δߦࢭې
ҝʣ
ୈ̑৚　職員は、利֐関係者に該当しない事業
者等であっても、その者からڙ応接଴を܁り
ฦし受ける等ࣾ会通೦্相当と認められるఔ
౓を௒͑てڙ応接଴又は財্࢈の利益のڙ与
を受けてはならない。

２　職員は、自ݾが行った෺඼若しくは不ಈ࢈
のߪೖ若しくはआ受け又は໾務の受ྖの対Ձ
を、その者が利֐関係者であるかどうかにか
かわらͣ、それらの行為が行われた場にډ合
わせなかった事業者等にその者のෛ୲として
支෷わせてはならない。

ʢಛఆͷॻ੶౳ͷ؂म౳ʹର͢Δใुͷडྖͷ
ʣࢭې
ୈ̒৚　職員は、次に掲げる書੶等（書੶、ࡶ
త方ࣜそؾ࣓、త方ࣜࢠ෺又はి࡮等のҹࢽ
の他人の知֮によっては認ࣝすることができ
ない方ࣜによりจࣈ、図ܗ、Ի、ө૾若しく
はిࢠ計算機に用いるϓϩάϥϜをه࿥した
෺をいう。以下同じ。）の監修又はฤ͞んに対
する報ुを受けてはならない。
一　補助金等又は国が直接支出するඅ用（行
　政執行法人の職員にあっては、その属する

行政執行法人が支出するڅ付金（補助金等
に係る予算の執行の適正化に関する法律の
規定が४用͞れるものにݶる。以下同じ。）
又は直接支出するඅ用）をもって࡞੒͞れ
る書੶等（国の機関（内閣官๪、内閣法制ہ、
人事院、内閣෎ຊ෎、ٶ内庁、公正取引委

二　࡞੒਺のա൒਺を当該職員の属する国の
機関又は行政執行法人においてങいೖれる
書੶等（国の機関の職員にあってはその属
する国の機関及び当該国の機関が所؅する
行政執行法人においてങいೖれる਺の合計
਺が࡞੒਺のա൒਺になる書੶等を、行政
執行法人の職員にあっては当該行政執行法
人を所؅する国の機関及び当該国の機関が
所؅する行政執行法人においてങいೖれる
਺の合計਺が࡞੒਺のա൒਺になる書੶等
を含む。）

２　前項の規定の適用については、独立行政法
人国立公จ書ؗは内閣෎ຊ෎が所؅するもの
とみなす。

ʢ৬員ͷ৬務ʹ܎Δ倫理ͷอ࣋Λ્͢֐Δߦҝ
౳ͷࢭېʣ
ୈ̓৚　職員は、その属する国の機関又は行政
執行法人の他の職員の第３条又は前２条の規
定に違反する行為によって当該他の職員（第
３条第１項第９号の規定に違反する行為に
あっては、同号の第三者）が得た財্࢈の利
益であることを知りながら、当該利益の全部
若しくは一部を受け取り、又はڗ受してはな
らない。

２　職員は、国家公務員倫理審査会、任命ݖ者、
倫理監督官その他当該職員の属する行政機関
等（法第39条第１項に規定する行政機関等を
いう。以下同じ。）において職員の職務に係る
倫理の保持に責務を有する者又は্࢘に対し
て、自ݾ若しくは自ݾの属する行政機関等の
他の職員が法若しくは法に基づく命令（訓令
及び規則を含む。以下同じ。）に違反する行為
を行った疑いがあるとࢥྉするに଍りる事実
について、ِڏの申ड़を行い、又はこれをӅ

員会、警察庁、ݸ人৘報保ޢ委員会、Χδϊ
؅理委員会、金༥庁、ফඅ者庁、こども家ఉ庁、
σδλϧ庁、各省及び会計検査院をいう。以
下この項及び次条第１項において同じ。）の
職員にあってはその属する国の機関が所؅す
る行政執行法人が支出するڅ付金又は直接支
出するඅ用をもって࡞੒͞れる書੶等を、行
政執行法人の職員にあっては当該行政執行法
人を所؅する国の機関が支出する補助金等若
しくは直接支出するඅ用又は当該国の機関が
所؅する当該行政執行法人以֎の行政執行法
人が支出するڅ付金若しくは直接支出するඅ
用をもって࡞੒͞れる書੶等を含む。）
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΃いしてはならない。
３　法第２条第３項に規定する指定職以্の職
員並びに一ൠ職の職員のڅ与に関する法律第
19条の３第１項の規定による؅理職員特ผۈ
務ख当を支͞څれる職員であって同法第10条
の２第１項の規定によるเڅの特ผௐ整ֹを
支͞څれるもの及びその職務と責任がこれに
相当する職員として倫理監督官が定めるもの
は、その؅理し、又は監督する職員が法又
は法に基づく命令に違反する行為を行った疑
いがあるとࢥྉするに଍りる事実があるとき
は、これを໧認してはならない。

ʢར֐関ऀ܎ͱڞʹҿ৯Λ͢Δ৔߹ͷಧग़ʣ
ୈ̔৚　職員は、自ݾのҿ৯に要するඅ用につ
いて利֐関係者のෛ୲によらないで利֐関係
者と共にҿ৯をする場合において、自ݾのҿ
৯に要するඅ用が１ສԁを௒͑るときは、次
に掲げる場合をআき、あらかじめ、倫理監督
官が定める事項を倫理監督官にಧけ出なけれ
ばならない。ただし、やむを得ない事৘によ
りあらかじめಧけ出ることができなかったと
きは、事ޙにおいて଎やかに当該事項をಧけ
出なければならない。
一　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔにお
いて、利֐関係者と共にҿ৯をするとき。

二　ࢲతな関係がある利֐関係者と共にҿ৯
をする場合であって、自ݾのҿ৯に要する
අ用について自ݾ又は自ݾとࢲతな関係が
ある者であって利֐関係者に該当しないも
のがෛ୲するとき。

ʢߨԋ౳ʹ関͢Δ੍نʣ
ୈ̕৚　職員は、利֐関係者からのґཔに応じ
て報ुを受けて、ߨԋ、౼࿦、ߨश若しくは
研修における指導若しくは知ࣝのڭत、ஶड़、
監修、ฤ͞ん又はϥδΦ์送若しくはςϨϏ
δϣϯ์送の์送൪૊への出ԋ（国家公務員
法第104条のڐՄを得てするものをআく。以
下「ߨԋ等」という。）をしようとする場合は、
あらかじめ倫理監督官のঝ認を得なければな
らない。

２　倫理監督官は、利֐関係者から受ける前項
の報ुに関し、職員の職務のछྨ又は内༰に
応じて、職員にߟࢀとなるべき基४を定める
ものとする。

ʢ倫理؂ಜ׭΁ͷ૬ஊʣ
ୈ10৚　職員は、自らが行う行為の相ख方が
利֐関係者に該当するかどうかを൑அするこ
とができない場合又は利֐関係者との間で行
う行為が第３条第１項各号に掲げる行為に該
当するかどうかを൑அすることができない場
合には、倫理監督官に相談するものとする。

ʢଃ༩౳ͷใࠂʣ
ୈ11৚ 法第６条第１項の国家公務員倫理規

ఔで定める報ुは、次の各号のいͣれかに該
当する報ुとする。
一　利֐関係者に該当する事業者等から支෷
を受けたߨԋ等の報ु

二　利֐関係者に該当しない事業者等から支
෷を受けたߨԋ等の報ुのうち、職員のݱ
の職務に関係する事項に関するڈ又はաࡏ
ԋ等の報ुߨ

２　法第６条第１項第４号の国家公務員倫理規
ఔで定める事項は、次に掲げる事項とする。
一　贈与等（法第６条第１項に規定する贈与
等をいう。以下同じ。）の内༰又は報 （ु同項
に規定する報ुをいう。以下同じ。）の内༰

二　贈与等をし、又は報ुの支෷をした事業
者等と当該贈与等又は当該報ुの支෷を受
けた職員の職務との関係及び当該事業者等
と当該職員が属する行政機関等との関係

三　法第６条第１項第１号のՁֹとしてਪ計
したֹをࡌهしている場合にあっては、そ
のਪ計のࠜڌ

四　ڙ応接଴を受けた場合にあっては、当該
応接଴を受けた場所の名শ及びॅ所並びڙ
に当該ڙ応接଴の場にډ合わせた者の人਺
及び職業（ଟ਺の者がډ合わせた立৯ύʔ
ςΟʔ等の場において受けたڙ応接଴に
あっては、当該ڙ応接଴の場にډ合わせた
者の֓਺）

五　法第２条第６項の規定の適用を受ける同
項の໾員、ै 業員、୅理人その他の者（以下
「໾員等」という。）が贈与等をした場合に
あっては、当該໾員等の໾職又は地Ґ及び
名（当該໾員等がෳ਺であるときは、当ࢯ
該໾員等を୅දする者の໾職又は地Ґ及び
（名ࢯ

ʢใࠂॻ౳ͷ送෇ݶظʣ
ୈ1�৚　法第６条第２項、第７条第２項又は
第８条第３項の規定による送付は、それぞれ
のఏ出ݶظのཌ೔からى算して30೔以内にし
なければならない。

ʢଃ༩౳ใࠂॻͷӾཡʣ
ୈ13৚ 法第９条第２項に規定する贈与等報
告書（法第６条第１項に規定する贈与等報告
書をいう。以下同じ。）の閲覧（以下「贈与等報
告書の閲覧」という。）は、当該贈与等報告書
のఏ出ݶظのཌ೔からى算して60೔をܦաし
た೔のཌ೔以ޙこれをすることができる。

２　贈与等報告書の閲覧は、各省各庁の長等（法
第６条第１項に規定する各省各庁の長等をい
う。以下同じ。）又は法第９条第２項の規定に
よりその委任を受けた者が指定する場所でこ
れをしなければならない。

３　前２項に規定するもののほか、贈与等報告
　書の閲覧に関し必要な事項は、国家公務員倫
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΃いしてはならない。
３　法第２条第３項に規定する指定職以্の職
員並びに一ൠ職の職員のڅ与に関する法律第
19条の３第１項の規定による؅理職員特ผۈ
務ख当を支͞څれる職員であって同法第10条
の２第１項の規定によるเڅの特ผௐ整ֹを
支͞څれるもの及びその職務と責任がこれに
相当する職員として倫理監督官が定めるもの
は、その؅理し、又は監督する職員が法又
は法に基づく命令に違反する行為を行った疑
いがあるとࢥྉするに଍りる事実があるとき
は、これを໧認してはならない。

ʢར֐関ऀ܎ͱڞʹҿ৯Λ͢Δ৔߹ͷಧग़ʣ
ୈ̔৚　職員は、自ݾのҿ৯に要するඅ用につ
いて利֐関係者のෛ୲によらないで利֐関係
者と共にҿ৯をする場合において、自ݾのҿ
৯に要するඅ用が１ສԁを௒͑るときは、次
に掲げる場合をআき、あらかじめ、倫理監督
官が定める事項を倫理監督官にಧけ出なけれ
ばならない。ただし、やむを得ない事৘によ
りあらかじめಧけ出ることができなかったと
きは、事ޙにおいて଎やかに当該事項をಧけ
出なければならない。
一　ଟ਺の者が出੮する立৯ύʔςΟʔにお
いて、利֐関係者と共にҿ৯をするとき。

二　ࢲతな関係がある利֐関係者と共にҿ৯
をする場合であって、自ݾのҿ৯に要する
අ用について自ݾ又は自ݾとࢲతな関係が
ある者であって利֐関係者に該当しないも
のがෛ୲するとき。

ʢߨԋ౳ʹ関͢Δ੍نʣ
ୈ̕৚　職員は、利֐関係者からのґཔに応じ
て報ुを受けて、ߨԋ、౼࿦、ߨश若しくは
研修における指導若しくは知ࣝのڭत、ஶड़、
監修、ฤ͞ん又はϥδΦ์送若しくはςϨϏ
δϣϯ์送の์送൪૊への出ԋ（国家公務員
法第104条のڐՄを得てするものをআく。以
下「ߨԋ等」という。）をしようとする場合は、
あらかじめ倫理監督官のঝ認を得なければな
らない。

２　倫理監督官は、利֐関係者から受ける前項
の報ुに関し、職員の職務のछྨ又は内༰に
応じて、職員にߟࢀとなるべき基४を定める
ものとする。

ʢ倫理؂ಜ׭΁ͷ૬ஊʣ
ୈ10৚　職員は、自らが行う行為の相ख方が
利֐関係者に該当するかどうかを൑அするこ
とができない場合又は利֐関係者との間で行
う行為が第３条第１項各号に掲げる行為に該
当するかどうかを൑அすることができない場
合には、倫理監督官に相談するものとする。

ʢଃ༩౳ͷใࠂʣ
ୈ11৚ 法第６条第１項の国家公務員倫理規

ఔで定める報ुは、次の各号のいͣれかに該
当する報ुとする。
一　利֐関係者に該当する事業者等から支෷
を受けたߨԋ等の報ु

二　利֐関係者に該当しない事業者等から支
෷を受けたߨԋ等の報ुのうち、職員のݱ
の職務に関係する事項に関するڈ又はաࡏ
ԋ等の報ुߨ

２　法第６条第１項第４号の国家公務員倫理規
ఔで定める事項は、次に掲げる事項とする。
一　贈与等（法第６条第１項に規定する贈与
等をいう。以下同じ。）の内༰又は報 （ु同項
に規定する報ुをいう。以下同じ。）の内༰

二　贈与等をし、又は報ुの支෷をした事業
者等と当該贈与等又は当該報ुの支෷を受
けた職員の職務との関係及び当該事業者等
と当該職員が属する行政機関等との関係

三　法第６条第１項第１号のՁֹとしてਪ計
したֹをࡌهしている場合にあっては、そ
のਪ計のࠜڌ

四　ڙ応接଴を受けた場合にあっては、当該
応接଴を受けた場所の名শ及びॅ所並びڙ
に当該ڙ応接଴の場にډ合わせた者の人਺
及び職業（ଟ਺の者がډ合わせた立৯ύʔ
ςΟʔ等の場において受けたڙ応接଴に
あっては、当該ڙ応接଴の場にډ合わせた
者の֓਺）

五　法第２条第６項の規定の適用を受ける同
項の໾員、ै 業員、୅理人その他の者（以下
「໾員等」という。）が贈与等をした場合に
あっては、当該໾員等の໾職又は地Ґ及び
名（当該໾員等がෳ਺であるときは、当ࢯ
該໾員等を୅දする者の໾職又は地Ґ及び
（名ࢯ

ʢใࠂॻ౳ͷ送෇ݶظʣ
ୈ1�৚　法第６条第２項、第７条第２項又は
第８条第３項の規定による送付は、それぞれ
のఏ出ݶظのཌ೔からى算して30೔以内にし
なければならない。

ʢଃ༩౳ใࠂॻͷӾཡʣ
ୈ13৚ 法第９条第２項に規定する贈与等報
告書（法第６条第１項に規定する贈与等報告
書をいう。以下同じ。）の閲覧（以下「贈与等報
告書の閲覧」という。）は、当該贈与等報告書
のఏ出ݶظのཌ೔からى算して60೔をܦաし
た೔のཌ೔以ޙこれをすることができる。

２　贈与等報告書の閲覧は、各省各庁の長等（法
第６条第１項に規定する各省各庁の長等をい
う。以下同じ。）又は法第９条第２項の規定に
よりその委任を受けた者が指定する場所でこ
れをしなければならない。

３　前２項に規定するもののほか、贈与等報告
　書の閲覧に関し必要な事項は、国家公務員倫
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理審査会の同意を得て、各省各庁の長等が定
めるものとする。

４　法第９条第２項ただし書の規定による国家
公務員倫理審査会の認定の申請は、各省各庁
の長等又は同項の規定によりその委任を受け
た者が、書面でこれをしなければならない。

ʢ֤ল֤ிͷ௕౳ͷ੹務ʣ
ୈ1�৚　各省各庁の長等は、法又はこの政令
に定める事項の実施に関し、次に掲げる責務
を有する。
一　法第５条第３項又は第４項の規定に基づ
き、必要に応じて、訓令又は規則を制定す
ること。

二　贈与等報告書、法第７条第１項に規定す
る株取引等報告書及び法第８条第３項に規
定する所得等報告書等（以下「報告書等」と
いう。）の受理、審査及び保存、報告書等の
写しの国家公務員倫理審査会への送付並び
に贈与等報告書の閲覧のための体制の整備
その他の当該各省各庁又は行政執行法人に
属する職員の職務に係る倫理の保持のため
の体制の整備を行うこと。

三　当該各省各庁又は行政執行法人に属する
職員が法又は法に基づく命令に違反する行
為を行った場合には、厳正に対処すること。

四　当該各省各庁又は行政執行法人に属する
職員が法又は法に基づく命令に違反する行
為について倫理監督官その他の適切な機関
に通知をしたことを理由として、不利益な
取扱いを受けないよう配慮すること。

五　研修その他の施策により、当該各省各庁
又は行政執行法人に属する職員の倫理感の
かん養及び保持に努めること。

ʢ倫理؂ಜ׭ͷ੹務౳ʣ
ୈ1�৚　倫理監督官は、法又はこの政令に定
める事項の実施に関し、次に掲げる責務を有
する。
一　その属する行政機関等の職員からの第４
条第２項又は第10条の相談に応じ、必要な
指導及び助言を行うこと。

二　その属する行政機関等の職員が特定の者
と国民の疑惑や不信を招くような関係を持
つことがないかどうかの確認に努め、その
結果に基づき、職員の職務に係る倫理の保
持に関し、必要な指導及び助言を行うこと。

三　その属する各省各庁の長等を助け、その
属する行政機関等の職員の職務に係る倫理
の保持のための体制の整備を行うこと。

四　法又は法に基づく命令に違反する行為が
あった場合にその旨をその属する行政機関
等に係る内閣法にいう主任の大臣（倫理監
督官が、法律で国務大臣をもってその長に
充てることと定められている委員会に属す

る場合にあっては委員長とし、会計検査院
又は人事院に属する場合にあってはそれぞ
れ会計検査院長又は人事院総裁とし、行政
執行法人に属する場合にあっては当該行政
執行法人の主務大臣（独立行政法人通則法
第68条に規定する主務大臣をいう。）とす
る。）に報告すること。

２　倫理監督官は、その属する行政機関等の職
員に、法又はこの政令に定めるその職務の一
部を行わせることができる。

ʢ஍ํܯ務׭ʹ関͢Δಛྫʣ
ୈ1�৚　警察法（昭和29年法律第162号）第56条
第１項に規定する地方警務官（以下単に「地方
警務官」という。）について法及びこの政令の
規定を適用する場合には、法及びこの政令の
規定において、「各省各庁の長」とは国家公安
委員会をいうものとし、「訓令」とは国家公安
委員会規則をいうものとし、「倫理監督官」と
は次項の指名を受けた者をいうものとする。

２　国家公安委員会は、地方警務官の職務に係
る倫理の保持を図るため、警察庁に属する職
員のうちから、地方警務官に係る法及びこの
政令に定める倫理監督官の職務を行うべき者
として１人を指名するものとする。

３　前２項に定めるもののほか、地方警務官に
ついての法の規定の適用については、法第５
条第３項中「当該各省各庁に属する職員」とあ
り、並びに法第39条第２項中「その属する行
政機関等の職員」とあり、及び「当該行政機関
等の職員」とあるのは、「地方警務官」とする。

４　第１項及び第２項に定めるもののほか、地
方警務官についての第６条第１項並びに第７
条第１項及び第２項の規定の適用について
は、これを警察庁の職員とみなす。

５　第１項、第２項及び前項に定めるもののほ
か、地方警務官についてのこの政令の規定の
適用については、第２条第１項第２号中「補
助金等（補助金等に係る予算の執行の適正化
に関する法律（昭和30年法律第179号）第２条
第１項に規定する補助金等をいう。以下同

22年法律第67号）第232条の２の規定により普
通地方公共団体が支出する補助金をいう。）」
と、「補助金等（当該補助金等を直接にその財
源の全部又は一部とする同条第４項第１号に
掲げる間接補助金等を含む。）の」とあり、及
び「補助金等の」とあるのは「補助金の」と、同
項第７号中「若しくは会計法（昭和22年法律第
35号）第29条に規定する契約に関する事務又
はこれらの契約に相当する行政執行法人の業
務に係る契約に関する事務」とあるのは「、会
計法（昭和22年法律第35号）第29条に規定する
契約に関する事務又は地方自治法第234条第

じ。）」とあるのは「補助金（地方自治法（昭和
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１項に規定する契約に関する事務」と、第６
条第１項第１号中「補助金等又は」とあるのは
「補助金等（補助金等に係る予算の執行の適正
化に関する法律（昭和30年法律第179号）第２
条第１項に規定する補助金等をいう。以下同
じ。）又は」と、「補助金等に係る予算の執行
の適正化に関する法律」とあるのは「同法」と、
第14条第２号から第５号·での規定中「当該
各省各庁又は行政執行法人に属する職員」と
あり、並びに前条第１項第１号から第３号·
で及び第２項中「その属する行政機関等の職
員」とあるのは「地方警務官」と、同条第１項
第３号中「その属する各省各庁の長等を助け」
とあるのは「国家公安委員会を補ࠤし」とす
る。

ෟ　ଇ  ʢঞʣ
ʢظߦࢪ೔ʣ
ୈ１৚　この政令は、ฏ੒12年４݄１೔から施
行する。

˞෮ڵ庁૊৫令（ฏ੒24年政令第22号）第７条に
より、倫理規ఔ第２条第１項第６号及び第６
条第１項第１号中の「σδλϧ庁」は、「σδ
λϧ庁、෮ڵ庁」とಡみସ͑られてい·す。

˞民間ࢿ金等の׆用による公共施ઃ等の整備等
のଅਐに関する法律施行令（ฏ੒11年政令第
279号）第５条により、民間ࢿ金等の׆用によ
る公共施ઃ等の整備等のଅਐに関する法律
（ฏ੒11年法律117号）第78条第１項に規定す
る国೿ݣ職員は、倫理規ఔ第４条第３項の規
定の適用について、国家公務員法第82条第２
項に規定する特ผ職国家公務員等とみな͞れ
·す。
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１項に規定する契約に関する事務」と、第６
条第１項第１号中「補助金等又は」とあるのは
「補助金等（補助金等に係る予算の執行の適正
化に関する法律（昭和30年法律第179号）第２
条第１項に規定する補助金等をいう。以下同
じ。）又は」と、「補助金等に係る予算の執行
の適正化に関する法律」とあるのは「同法」と、
第14条第２号から第５号·での規定中「当該
各省各庁又は行政執行法人に属する職員」と
あり、並びに前条第１項第１号から第３号·
で及び第２項中「その属する行政機関等の職
員」とあるのは「地方警務官」と、同条第１項
第３号中「その属する各省各庁の長等を助け」
とあるのは「国家公安委員会を補ࠤし」とす
る。

ෟ　ଇ  ʢঞʣ
ʢظߦࢪ೔ʣ
ୈ１৚　この政令は、ฏ੒12年４݄１೔から施
行する。

˞෮ڵ庁૊৫令（ฏ੒24年政令第22号）第７条に
より、倫理規ఔ第２条第１項第６号及び第６
条第１項第１号中の「σδλϧ庁」は、「σδ
λϧ庁、෮ڵ庁」とಡみସ͑られてい·す。

˞民間ࢿ金等の׆用による公共施ઃ等の整備等
のଅਐに関する法律施行令（ฏ੒11年政令第
279号）第５条により、民間ࢿ金等の׆用によ
る公共施ઃ等の整備等のଅਐに関する法律
（ฏ੒11年法律117号）第78条第１項に規定す
る国೿ݣ職員は、倫理規ఔ第４条第３項の規
定の適用について、国家公務員法第82条第２
項に規定する特ผ職国家公務員等とみな͞れ
·す。
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Ոެ຿һྙཧにؔすΔϙελʔにͭいてࠃ

　国家公務員倫理審査会Ͱ͸ɺຖ೥１２݄Λʮ国家公務員倫理݄ؒʯͱ͠ɺ
ͦͷؒظதɺ倫理審査会ٴͼ֤෎ল౳ʹ͓͍֤ͯछऔ૊Λ࣮͍ͯ͠ࢪΔ΄
͔ɺ国家公務員ͱ઀͢Δػ会ͷ͋Δ事ऀۀ౳ʹର͢Δ׆ൃܒಈΛ͍ͯͬߦ·
͢ɻ

ྩ࿨̑೥౓͸ɺ৬員͚޲ͱ事͚޲ऀۀͷඪޠͷืूΛ͍ߦɺ৬員͚޲
ඪޠʹ͍ͭͯ͸�
9�0఺ɺ事͚޲ऀۀඪޠʹ͍ͭͯ͸1
800఺ͷԠืが
͋Γ·ͨ͠ɻͦΕͧΕɺ࠷༏ल࡞඼ʹબ͹Εͨඪޠʮ国ͷະདྷ　എෛ͏͋ͳ
ͨͷ　倫理؍ʯʢ৬員͚޲ɺਆಸ઒ݝ　੢઒୞͞޾Μʣɺʮ஌ͬͯ΄͍͠　国家Λ
੟໷͞Μʣޱ局 ग़࡯ܯி関東؅区࡯ܯɺ͚޲ऀۀΔ　ͦͷルールʯʢ事͑ࢧ
Λϙελーʹͯ͠ɺ֤෎ল౳ͷࣥ務ࣨ΍࿓ԼɺӺɺόεंதͷ΄͔ɺஂࡁܦ
ମ౳ʹ͖͍ͩͨͯࣔ͠ܝ·ͨ͠ɻ·ͨɺ倫理݄ؒʹซͤͯɺશ国̔Ӻʢࡳຈ
Ӻɺઋ୆Ӻɺ৽॓Ӻɺ໊ݹ԰ӺɺେࡕӺɺ޿ౡӺɺߴদӺɺതଟӺʣͰ͸
σδλルαイωーδʢి؃ࢠ൘ʣͰͷ事͚޲ऀۀϙελーͷࣔܝ΋͍ߦ·
ͨ͠ɻ

国家公務員倫理ʹ関͢Δϙελーʢྩ࿨̑೥౓ʣ
ʢࠨɿ৬員͚޲ɺӈɿ事͚޲ऀۀʣ

ポスターにはメッセージ記載欄があって、
各課室の責任者が職員に向けて倫理保持
や倫理意識の向上を促すメッセージや

思いを書いたよ！
ぜひ注目してみてね。
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年 月 日提出

(各省各庁の長等) 殿

所属
部局

（ 指定職以上の職員に該当する　）

年 月 日

贈与等に䜘り受けた利┈の基因となった事実及び内容

会合等への出ᖍ（供応接待等）

基因となった会合名：

内容 :

その他の贈与　 (䈜講演料等の支払につ䛔䛶は、「報酬等の支払関係」の様式を使用すること）

基因となった事実：

内容：

贈与等に䜘り受けた利┈の価額

円 （税込）

上ḍに᥎計した額を記㍕し䛶䛔る場合にあっ䛶は、その᥎計の基となる金額の☜認᪉ἲ

　　ᗑഃ䛛䜙⫈ྲྀ（⥲額を☜認し、出ᖍ者数で等分）

　　ᣍ待者以እに会㈝を払った者䛛䜙⫈ྲྀ（᱌内≧等に
　　記㍕の価᱁）
　　㣧㣗ᗑ等の料金⾲に౫ᣐ（ᗑ⯒䜔䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖等の
　　料金⾲記㍕の価᱁）

その他

　䈜上記᪉ἲに䜘る☜認ができな䛔場合は理⏤を記すとともに、その᥎計の᰿ᣐとなる㈨料をྍ⬟な㝈りῧ௜すること

供応接待を受けた場合にあっ䛶は、その場所の名称及び住所୪びにその場にᒃ合䜟䛫た者のே数及び職業

場所の名称　： ( )

住 所 ：　( )

ከ数の者(２０名程ᗘ以上)が出ᖍした❧㣗䝟䞊䝔䜱䞊等の場合（この場合はḟの「その他の場合」のḍは記入୙せ）

ே数（ᴫ数） ： 名

その他の場合

ᙧ式： ❧㣗 ╔座 あり なし　）

名

୺なཧຍ者（ලయⓗな職業等）：

贈与等をした事業者等の名称及び住所

事業者等の名称：

事業者等の住所：

䈜国家公務員倫理ἲ第２条第䠒項の規定の㐺用を受けるᙺ員等が贈与等をした場合の䜏

贈与等をした事業者等と職員の職務との関係及び当該職員が属する行政機関との関係

所属行政機関との関係 ：

職務との関係 ：

利害関係なし

利害関係あり （国家公務員倫理規程第2条第1項 号該当)

 (注） １  贈与等１件につき、１枚に記入すること。

２  講演料等の支払関係の報告をする場合は、「報酬等の支払関係」の様式を使用すること。

  氏名：

(座ᖍ指定の᭷↓：

ே数 ：

　ᙺ員等のᙺ職又はᆅ఩：

金銭・物品等の場合 供応接待の場合

理⏤：

ၟ品又は䝃䞊䝡䝇の୍⯡ᕷ場価᱁に౫ᣐ（䜹䝍䝻䜾䜔
料金⾲等の価᱁）

　　୺ദ者ഃ䛛䜙⫈ྲྀ（⥲額を☜認し、出ᖍ者数で等分）

㢮ఝ品䜔㢮ఝ規᱁品の୍⯡ᕷ場価᱁に౫ᣐ（䜹䝍䝻䜾
䜔料金⾲等の価᱁）

贈　　　与　　　等　　　報　　　告　　　書
（ 金銭・物品の贈与又は供応接待関係 ）

氏
名

官職

贈与等に䜘り利┈を受けた年月日

6�



年 月 日提出

(各省各庁の長等) 殿

所属
部局

（ 指定職以上の職員に該当する　）

年 月 日

贈与等に䜘り受けた利┈の基因となった事実及び内容

会合等への出ᖍ（供応接待等）

基因となった会合名：

内容 :

その他の贈与　 (䈜講演料等の支払につ䛔䛶は、「報酬等の支払関係」の様式を使用すること）

基因となった事実：

内容：

贈与等に䜘り受けた利┈の価額

円 （税込）

上ḍに᥎計した額を記㍕し䛶䛔る場合にあっ䛶は、その᥎計の基となる金額の☜認᪉ἲ

　　ᗑഃ䛛䜙⫈ྲྀ（⥲額を☜認し、出ᖍ者数で等分）

　　ᣍ待者以እに会㈝を払った者䛛䜙⫈ྲྀ（᱌内≧等に
　　記㍕の価᱁）
　　㣧㣗ᗑ等の料金⾲に౫ᣐ（ᗑ⯒䜔䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖等の
　　料金⾲記㍕の価᱁）

その他

　䈜上記᪉ἲに䜘る☜認ができな䛔場合は理⏤を記すとともに、その᥎計の᰿ᣐとなる㈨料をྍ⬟な㝈りῧ௜すること

供応接待を受けた場合にあっ䛶は、その場所の名称及び住所୪びにその場にᒃ合䜟䛫た者のே数及び職業

場所の名称　： ( )

住 所 ：　( )

ከ数の者(２０名程ᗘ以上)が出ᖍした❧㣗䝟䞊䝔䜱䞊等の場合（この場合はḟの「その他の場合」のḍは記入୙せ）

ே数（ᴫ数） ： 名

その他の場合

ᙧ式： ❧㣗 ╔座 あり なし　）

名

୺なཧຍ者（ලయⓗな職業等）：

贈与等をした事業者等の名称及び住所

事業者等の名称：

事業者等の住所：

䈜国家公務員倫理ἲ第２条第䠒項の規定の㐺用を受けるᙺ員等が贈与等をした場合の䜏

贈与等をした事業者等と職員の職務との関係及び当該職員が属する行政機関との関係

所属行政機関との関係 ：

職務との関係 ：

利害関係なし

利害関係あり （国家公務員倫理規程第2条第1項 号該当)

 (注） １  贈与等１件につき、１枚に記入すること。

２  講演料等の支払関係の報告をする場合は、「報酬等の支払関係」の様式を使用すること。

  氏名：

(座ᖍ指定の᭷↓：

ே数 ：

　ᙺ員等のᙺ職又はᆅ఩：

金銭・物品等の場合 供応接待の場合

理⏤：

ၟ品又は䝃䞊䝡䝇の୍⯡ᕷ場価᱁に౫ᣐ（䜹䝍䝻䜾䜔
料金⾲等の価᱁）

　　୺ദ者ഃ䛛䜙⫈ྲྀ（⥲額を☜認し、出ᖍ者数で等分）

㢮ఝ品䜔㢮ఝ規᱁品の୍⯡ᕷ場価᱁に౫ᣐ（䜹䝍䝻䜾
䜔料金⾲等の価᱁）

贈　　　与　　　等　　　報　　　告　　　書
（ 金銭・物品の贈与又は供応接待関係 ）

氏
名

官職

贈与等に䜘り利┈を受けた年月日

6�

年 月 日 提出

(各省各庁の長等)

所属
部局

（ 指定職以上の職員に該当する ）

年 月 日

講演

年月日、場所等：

討論又は座談会

討論会名等・内容：

年月日、場所等：

原稿料の場合（原稿の枚数等×単価で計算されるもの）

印税の場合（書籍の定価×発行部数×使用料率で計算されるもの）

著述物の名称：

監修又は編さん

監修・編さん物名等：

TV又はラジオ放送番組への出演

番組名等・内容：

出演日、場所等：

その他（講習、研修、知識の教授等）

名称・内容：

年月日、場所等：

円 （税込、源泉徴収差引き前）

時間 分）

（ 原稿枚数（４００字詰原稿用紙換算）: 枚）

事業者等の名称 ：

事業者等の住所 ：

 職務との関係 ：

利害関係なし

利害関係あり （国家公務員倫理規程第2条第1項 号該当)

→

 (注） １ 報酬の支払１件につき、１枚に記入すること。
２  物品・金銭の贈与又は供応接待の報告をする場合は、「金銭・物品の贈与又は供応接待関係」の様式を使用すること。

事前に倫理監督官の承認あり

（ 講演等の時間数：

報酬を支払った事業者等の名称及び住所

報酬の支払をした事業者等と職員の職務との関係及び当該職員が属する行政機関との関係

所属行政機関との関係 ：

支払を受けた報酬の価額

著述物の名称：

内容等：

内容等：

著述

報酬の支払を受けた年月日

報酬の支払の基因となった事実及び内容

題名・内容：

氏
名

官職

殿

贈 与 等 報 告 書
（ 報 酬 の 支 払 関 係 ）

6�



MEMO

公務員倫理の保持に関して、日頃気をつけておきたいことがあれば、ここに書き留めていきましょう。
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MEMO

公務員倫理の保持に関して、日頃気をつけておきたいことがあれば、ここに書き留めていきましょう。

公務員倫理ホットライン

あなたの所属組織の相談・通報窓口

～ 匿名での相談・通報も受け付けています ～
この教本にあるルールに反すると疑われる行為に気付かれた方は

公務員倫理ホットラインへ御連絡ください。

通報したことを理由として通報者が不利益な取扱いを受けること

がないよう万全を期しています。

内部窓口

（連絡先を記載してください）

外部窓口

【郵　送】〒100-8913
東京都千代田区霞が関１－２－３
国家公務員倫理審査会事務局　公務員倫理ホットライン 宛

【メール】  rinrimail@jinji.go.jp

【ＷＥＢ】 公務員倫理ホットライン 検索

～判断に迷ったとき、何かおかしいと気付いたときは、上司や
相談・通報窓口に相談しましょう～
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倫　理　行　動　規　準  （倫理規程第１条より）

一　職員は、国民全体の奉仕者であり、国民の一部に対してのみの奉仕者で
はないことを自覚し、職務上知り得た情報について国民の一部に対して
のみ有利な取扱いをする等国民に対し不当な差別的取扱いをしてはなら
ず、常に公正な職務の執行に当たらなければならないこと。

二　職員は、常に公私の別を明らかにし、いやしくもその職務や地位を自ら
や自らの属する組織のための私的利益のために用いてはならないこと。

三　職員は、法律により与えられた権限の行使に当たっては、当該権限の行
使の対象となる者からの贈与等を受けること等の国民の疑惑や不信を招
くような行為をしてはならないこと。

四　職員は、職務の遂行に当たっては、公共の利益の増進を目指し、全力を
挙げてこれに取り組まなければならないこと。

五　職員は、勤務時間外においても、自らの行動が公務の信用に影響を与え
ることを常に認識して行動しなければならないこと。

（令和6年4月）

日々の業務遂行や日常生活の場面で、判断に迷ったとき、
何かおかしいと思ったときは、立ち止まってこの教本で確認してください。

そのために、各自でこの教本を保管しておいてください。

倫理法・倫理規程の概要や具体的な事例については
YouTubeでも掲載しています。

何かおか
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